
●今月の主なお知らせなど

上がり灯籠
方保田東原遺跡出土品が国の重要文化財へ

平成29年度施政方針・予算

国民健康保険と後期高齢者医療からのお知らせ
農地所有者の皆さんへ

ふるさと応援寄付金の実績と使い道
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８
月
の
広
報

　学校の授業は社会が好きで、過去の歴史や
歴史上の人物のことを知るのが楽しいです。
委員会活動では環境委員会の副委員長をして
いて、花のお世話などを頑張っています。

稲葉　円
ま ど か

香さん
鹿北小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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３ 平成 29年度施政方針
４ 平成 29年度予算
６ 方保田東原遺跡出土品が国の重要文化財へ
７ ふるさと応援寄付金の実績と使い道
８ 上がり灯籠
９ 国民健康保険と後期高齢者医療からのお知らせ
10 街角ぐるっとナビ
12 みんなの広場 /今月の街角ギャラリー
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15 新着図書ピックアップ
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16 西南戦争と山鹿　第 12回

消費生活相談
17 環境だより /OTASUKE 戦隊・助けるんジャー最終話
18 わくわくネット
20 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.100
22 およろこび・うぶごえ・おくやみ
23 農地所有者の皆さんへ
24 案内板
32 定例相談
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８月の休日在宅当番医・当番薬局
34 山鹿市地域包括支援センターだより
36 すくすく倶楽部

山鹿灯籠まつり駐車場に関するお知らせ

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

今月の表紙
YAMAGAどろんこフェスティバル

　７月２日、めのだけ小学校近くの田んぼで開催さ
れました。表紙の写真は「泥フラッグ競技」の様子
で、左から米野岳中学校の畠山恭

きょう

輔
すけ

教諭、１年生の
鬼塚颯

はやて

君、古閑暖
はる

人
と

君です。主催した「なんだろ会」
の原芳

よし

郎
ろう

代表は「20年、30年経っても思い出に残
るように楽しんでほしい。今後も住民の皆さんと一
緒に地域の活性化に取り組みます」と話しました。

子どもが夢中になった魚のつかみどり

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook（フェイスブック）および
Twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード
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市
政
運
営
の
基
本
方
針

　
現
在
進
め
て
い
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み

は
、
仕
事
を
創
り
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

と
と
も
に
、
人
を
呼
び
込
み
、
子
育
て
支
援

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
住
み
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
も
の
で

す
。
本
市
が
こ
れ
ま
で
先
駆
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
ま
ち
づ
く
り
と
一
致
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
の
方
針
と
し

て
、
引
き
続
き
第
２
次
山
鹿
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
「
人
を
創

る
」「
経
済
を
創
る
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち

を
創
る
」
の
３
本
の
柱
を
重
点
施
策
と
し
ま

す
。
将
来
都
市
像
の
実
現
と
、
人
が
輝
き
、

地
域
が
輝
く
こ
と
で
、幸
せ
あ
ふ
れ
る
山
鹿
、

す
な
わ
ち
「
き
れ
い
な
都ま

市ち

や
ま
が
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

●
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

 

１
　
人
を
創
る

⑴ 

学
校
施
設
環
境
改
善
、
安
全
・
安
心
な
学

校
づ
く
り

　
よ
り
良
い
教
育
活
動
が
行
え
る
よ
う
安
全

性
、機
能
性
を
確
保
し
た
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る

防
災
機
能
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑵
介
護
人
材
育
成
支
援

　
介
護
を
担
う
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況

を
改
善
す
る
た
め
、
介
護
職
員
の
研
修
受
講

費
や
資
格
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
技
術
や
能
力
の
向
上
、
介
護
職
員
の
確

保
や
定
着
化
を
図
り
、
利
用
者
へ
の
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
提
供
に
つ
な

げ
ま
す
。

 

２
　
経
済
を
創
る

⑴
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想

　
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
を
実
現
す
る
た

め
、
６
次
産
業
化
連
携
推
進
施
設
を
整
備
し

ま
す
。こ
の
施
設
で
販
売
す
る
商
品
と
し
て
、

市
の
特
産
物
で
あ
る
栗
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

な
ど
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

⑵
新
シ
ル
ク
蚕さ

ん

業ぎ
ょ
う

構
想

　
大
規
模
周し

ゅ
う

年ね
ん

無む

菌き
ん

養よ
う

蚕さ
ん

工
場
を
核
と
し

て
、
シ
ル
ク
産
業
の
復
活
・
集
積
に
よ
る
地

域
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
創
出
と
定
住
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
世
界
市
場
の
開
拓
に
よ

る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
ル
ク
」
を

確
立
し
、
山
鹿
発
の
新
た
な
シ
ル
ク
産
業
創

生
へ
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
昨
年
度
に
続
き
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
に
よ
る
情
報
発
信
、
高

機
能
・
高
付
加
価
値
シ
ル
ク
の
研
究
開
発
な

ど
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
シ
ル
ク
産
業

関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
「
２
０
１
７
や
ま

が
・
シ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

⑶
山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想

　「
日
本
一
の
紙
と

糊の
り

の
工
芸
品
・
山
鹿

灯
籠
」「
日
本
一
優

雅
な
踊
り
・
千
人
灯

籠
踊
り
」
を
唯
一
無

二
の
山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
国
内
外
に
そ
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
観
光
地
山
鹿
の
知
名

度
の
向
上
を
図
り
、
観
光
客
数
や
宿
泊
者
数

の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

⑷
日
本
遺
産
認
定
後
の
事
業
推
進

　
本
年
４
月
の
日
本
遺
産
認
定
を
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
行
政
と
民
間
団
体
で
構

成
す
る
協
議
会
を
主
体
に
、
菊
池
川
流
域
４

市
町
の
連
携
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
方
保
田
東
原
遺
跡
出
土
品
を
は
じ

め
、
市
内
に
点
在
す
る
多
く
の
文
化
財
を
活

用
し
て
、
国
内
外
に
地
域
の
文
化
資
源
情
報

を
積
極
的
に
発
信
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

 

３
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

⑴
移
住
定
住
促
進

　
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る
人
に
、
有
益
な

情
報
発
信
を
続
け
ま
す
。
ま
た
、
移
住
相
談

窓
口
の
充
実
や
、新
た
な
支
援
制
度
の
整
備
、

移
住
体
験
ツ
ア
ー
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
の
効
果
拡

大
を
図
り
ま
す
。

⑵
保
育
環
境
充
実
支
援

　
老
朽
化
し
た
私
立
保
育
園
の
園
舎
の
改
修

経
費
を
一
部
補
助
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

⑶
健
康
づ
く
り
推
進

　「
市
民
歩
こ
う
運
動
」
を
加
速
さ
せ
、
健

康
や
運
動
に
関
心
が
薄
い
人
を
対
象
に
、
生

活
習
慣
の
動
機
付
け
や
定
着
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
、
創
る
」
と

い
う
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

⑷ 

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備

　
第
２
次
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
整
備

に
着
手
し
ま
す
。
市
民
に
充
実
し
た
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大

や
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
大
会

の
開
催
や
観
光
・
文
化
施
設
と
連
携
し
た
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し

ま
す
。

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
し 

地
方
創
生
を
実
現

平
成
29
年
度
施
政
方
針

市長　中嶋憲
けん

正
せい

　
本
年
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
は
中

間
年
を
迎
え
、
そ
の
実
現
へ
向
け
、
本

格
的
な
事
業
展
開
の
段
階
へ
と
進
み
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
地
方
創
生
の
成

果
を
実
感
で
き
る
よ
う
「
オ
ー
ル
山
鹿

体
制
」
で
着
実
に
実
施
し
、
住
み
よ
い

ま
ち
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
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平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、
市
長
選
挙
の
た
め
、
義
務
的
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
で
し

た
。
こ
の
た
び
、
６
月
定
例
市
議
会
で
、
政
策
的
な
経
費
を
含
む
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
２
７
４
億
５
６
６
７
万
６
千
円
で
、
こ
れ
に
特
別
会
計
と
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
規
模
（
各
会
計
間
の
や
り
と
り
を
除
く
）
は
、
４
７
６
億
２
３
８
２
万
２
千
円
と

な
り
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

市
長
説
明
（
３
ペ
ー
ジ
）
の
全
文
と
全
会
計
の
予
算
書
は
、
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

水道事業 ６億 4,674 万４千円 下水道事業 17 億 8,876 万２千円
病院事業 42 億 1,985 万６千円

企業会計予算

市税
17.4％

保育料、公共施設
の使用料など
9.0％

地方交付税
38.6％

国庫支出金
12.3％

銀行などからの
借入金（市債）
10.1％

県支出金
8.0％

各種交付金など4.6％

自主財源
26.4％

依存財源
73.6％

歳入

　一般会計歳入（収入予定のお金）274億5,667万６千円
　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財源は、
72億 4,504 万７千円で、全体の26.4％となっています。
　どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提供できるように、国が地方に代わって徴
収し、分配する地方交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や銀行などからの借
入金（市債）などの依存財源が、202 億 1,162 万９千円で、全体の73.6％を占めています。
●平成29 年度の特徴
　太陽光発電設備などの償却資産の増加で、固定資産税が前年比 5,628 万１千円
（2.7％）増加。軽自動車税が台数の増加などで、前年比 2,450 万円（13.6％）増となっ
ています。

問
財
務
課
　
☎（
43
）１
１
１
９

地方公共団体が行う事業のうち、その経費を当該事業の経営に伴
う収入をもって充てる会計

予
算

平
成
29
年
度

　
本
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
「
人

を
創
る
」「
経
済
を
創
る
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る
」

の
３
本
の
柱
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

１
　
人
を
創
る

教
育
環
境
の
充
実
、
人
材
育
成
な
ど

学
校
施
設
環
境
改
善
事
業
　
　
　
　
　
　
　
２
８
６
０
万
円

　
児
童
の
学
習
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
小
学
校
に
空
調

設
備
を
整
備
し
ま
す
。

介
護
人
材
育
成
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
３
６
６
万
４
千
円

　
介
護
人
材
の
育
成
、
定
着
化
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
各
種
研
修
、
資
格
の
取
得
な
ど
に
係
る
助

成
制
度
を
設
け
ま
す
。

２
　
経
済
を
創
る

農
林
業
、商
業
の
振
興
、企
業
誘
致
、
誘
客
宣
伝
な
ど

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
６
次
産
業
化
連
携
推
進
施
設
整
備
事
業
・

関
連
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
９
１
８
３
万
５
千
円

　
本
市
の
農
産
加
工
品
の
販
売
施
設
と
ぶ
ど
う
畑
を
核
と
し

た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
シ
ル
ク
蚕
業
構
想
推
進
事
業
　
　
　
５
７
４
６
万
７
千
円

　
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
山
鹿
シ
ル
ク
」
の
定
着
に
向
け
、

２
０
１
７
や
ま
が・シ
ル
ク
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ディ

ン
グ
戦
略
を
展
開
し
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事
業
　
２
０
２
５
万
４
千
円

　
山
鹿
灯
籠
と
千
人
灯
籠
踊
り
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
観
光
地
・
山
鹿
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
事
業
　
　
　
　
　
３
９
４
２
万
９
千
円

　
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
取
り
込
み
な
ど
、
宿
泊
客
数
の
増

加
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
、
観
光
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
、

観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

３
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

移
住
定
住
対
策
、
過
疎
地
域
の
再
生
、
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

移
住
定
住
促
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
６
８
４
万
１
千
円

　
移
住
定
住
の
相
談
会
、
お
試
し
暮
ら
し
体
験
、
移
住
者
交

流
会
な
ど
の
開
催
を
通
し
て
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。

歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
推
進
事
業
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

　
豊
前
街
道
沿
い
の
古
民
家
を
再
生
し
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
の
情
報
発
信
の
場
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
貸
し
ス
ペ
ー
ス
、

若
者
の
チ
ャレ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
な
ど
へ
活
用
す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
、
移
住
者
の
呼
び
込
み
を
図
り
ま
す
。

保
育
環
境
充
実
支
援
事
業
　
　
　
１
億
２
１
０
４
万
４
千
円

　
働
き
な
が
ら
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
保
育
所
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
６
万
円

　
健
康
づ
く
り
習
慣
の
定
着
や
「
市
民
歩
こ
う
運
動
」
を
推

進
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
フォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

２
億
１
０
０
８
万
円

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
2
次
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
に
か
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

整
備
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

３
本
の
柱
以
外
に
も
重
要
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
方
道
路
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
３
億
８
３
６
５
万
円

　
安
全
性
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
市
道
・
橋
の
改
良
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業 

８
億
３
３
１
２
万
４
千
円

　
平
成
31
年
４
月
稼
働
予
定
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

1
　
人
を
創
る

2
　
経
済
を
創
る

3
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る
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私たちのお金はこのよ
うに使われます
市民１人当たり年間
51 万 4,131 円

（平成 29 年 3 月末
 人口 53,404 人で算出）

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など
186,764円（35.4％）

国民健康保険事業 90 億 9,861 万４千円 介護保険事業 63 億 2,357 万１千円
後期高齢者医療 ７億 1,281 万１千円 簡易水道事業 １億 7,514 万３千円
農業集落排水事業 ９億 5,521 万２千円 財産区(六郷、城北、

稲田 )
841 万４千円

特別会計予算

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など

187,864 円（36.5％）

市債（市の借金）の返済
72,504 円（14.1％）

地域づくり、戸籍や
住民票、選挙など

51,106 円（9.9％）

農林業、畜産業など
50,608 円（9.8％）

小・中学校、生涯学習など
43,460 円（8.5％）

健康、検診、予防、
ごみ処理など

49,171 円（9.6％）

道路、公園、住宅
などの整備

30,079 円（5.9％）
消防団、消防設備など
17,286 円（3.4％）

商工業・観光など 7,773円（1.5％）
議会、予備費 4,280円（0.8％）

職員給与などの
人件費
16.6％

医療費などの
扶助費
21.9％

借入金の返済金
（公債費）
14.1％

普通建設事業費
11.7％

施設の維持管理
などの物件費
11.6％

道路、公共施設
などの維持補修費

0.9％

各種団体への
補助費など
9.5％

貸付金 0.2％
特別会計への
繰出金
13.0％

義務的経費
52.6％

投資的経費
11.7％

その他の
経費
35.7％ 歳出

予備費0.1％
積立金 0.4％

　一般会計歳出（支払い予定のお金）274億5,667万６千円
　人件費、医療費の助成や各種手当などの扶助費と借入金の返済金（公債費）を合わせ
た義務的経費は、144 億 4,523 万３千円で、全体の52.6%を占めています。
　道路などの社会資本の整備に使われる経費（投資的経費）は、32 億 1,936 万９千円で、
全体の11.7％です。その他の経費には、各種団体への助成（補助費など）や特別会計への
支出（繰出金）、行政運営に必要な経費（物件費など）があり、全体の35.7％を占めています。
●平成29 年度の特徴
　定員適正化計画による職員数の減少で、人件費が前年比２億 12 万２千円（4.2％）
減少。一方、消防デジタル無線整備事業などに係る借入金の元金償還が始まったこと
などから、公債費が 8,870 万２千円（2.3％）増となっています。

特定の歳入歳出を一般会計から区分して別に収支経理を行う会計

　
本
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
「
人

を
創
る
」「
経
済
を
創
る
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る
」

の
３
本
の
柱
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

１
　
人
を
創
る

教
育
環
境
の
充
実
、
人
材
育
成
な
ど

学
校
施
設
環
境
改
善
事
業
　
　
　
　
　
　
　
２
８
６
０
万
円

　
児
童
の
学
習
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
小
学
校
に
空
調

設
備
を
整
備
し
ま
す
。

介
護
人
材
育
成
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
３
６
６
万
４
千
円

　
介
護
人
材
の
育
成
、
定
着
化
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
各
種
研
修
、
資
格
の
取
得
な
ど
に
係
る
助

成
制
度
を
設
け
ま
す
。

２
　
経
済
を
創
る

農
林
業
、商
業
の
振
興
、企
業
誘
致
、
誘
客
宣
伝
な
ど

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
６
次
産
業
化
連
携
推
進
施
設
整
備
事
業
・

関
連
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
９
１
８
３
万
５
千
円

　
本
市
の
農
産
加
工
品
の
販
売
施
設
と
ぶ
ど
う
畑
を
核
と
し

た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
シ
ル
ク
蚕
業
構
想
推
進
事
業
　
　
　
５
７
４
６
万
７
千
円

　
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
山
鹿
シ
ル
ク
」
の
定
着
に
向
け
、

２
０
１
７
や
ま
が・シ
ル
ク
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ディ

ン
グ
戦
略
を
展
開
し
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事
業
　
２
０
２
５
万
４
千
円

　
山
鹿
灯
籠
と
千
人
灯
籠
踊
り
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
観
光
地
・
山
鹿
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
事
業
　
　
　
　
　
３
９
４
２
万
９
千
円

　
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
取
り
込
み
な
ど
、
宿
泊
客
数
の
増

加
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
、
観
光
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
、

観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

３
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

移
住
定
住
対
策
、
過
疎
地
域
の
再
生
、
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

移
住
定
住
促
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
６
８
４
万
１
千
円

　
移
住
定
住
の
相
談
会
、
お
試
し
暮
ら
し
体
験
、
移
住
者
交

流
会
な
ど
の
開
催
を
通
し
て
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。

歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
推
進
事
業
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

　
豊
前
街
道
沿
い
の
古
民
家
を
再
生
し
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
の
情
報
発
信
の
場
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
貸
し
ス
ペ
ー
ス
、

若
者
の
チ
ャレ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
な
ど
へ
活
用
す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
、
移
住
者
の
呼
び
込
み
を
図
り
ま
す
。

保
育
環
境
充
実
支
援
事
業
　
　
　
１
億
２
１
０
４
万
４
千
円

　
働
き
な
が
ら
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
保
育
所
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
６
万
円

　
健
康
づ
く
り
習
慣
の
定
着
や
「
市
民
歩
こ
う
運
動
」
を
推

進
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
フォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

２
億
１
０
０
８
万
円

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
2
次
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
に
か
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

整
備
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

３
本
の
柱
以
外
に
も
重
要
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
方
道
路
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
３
億
８
３
６
５
万
円

　
安
全
性
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
市
道
・
橋
の
改
良
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業 

８
億
３
３
１
２
万
４
千
円

　
平
成
31
年
４
月
稼
働
予
定
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業
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方
保
田
東
原
遺
跡
と
は

　
方
保
田
（
大
道
小
学
校
か
ら
鹿
本
農
業
高

校
近
く
ま
で
）
に
広
が
る
、
今
か
ら
約
２
千

年
前
に
繁
栄
し
た
大
集
落
跡
で
す
。

　
昭
和
30
年
の
山
鹿
高
校
（
現
鹿
本
高
校
）

考
古
学
部
の
調
査
を
皮
切
り
に
、
60
回
を
超

え
る
発
掘
調
査
を
実
施
。
調
査
面
積
は
全
体

の
５
％
に
満
た
な
い
の
で
す
が
、
他
に
は
見

ら
れ
な
い
貴
重
な
品
々
と
大
量
の
土
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
遺
跡
の
一
部
が
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
品
の
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

① 

鉄
器
の
豊
富
さ

　
当
時
鉄
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
し
た

が
、
こ
の
遺
跡
で
は
３
０
０
点
以
上
の
鉄
の

道
具
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
ま
す
。
種
類

は
鎌か

ま

や
斧お

の

、
剣
や
鏃や

じ
り

な
ど
種
類
が
豊
富
で
、

そ
の
状
態
も
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
石い

し

包ぼ
う

丁ち
ょ
う

形が
た

鉄て
っ

器き

は
、
全
国
で
こ
の

遺
跡
で
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
も

の
で
す
。

② 

朱し
ゅ

の
資
料

　
当
時
の
中
国
の
皇
帝
が
不
老
不
死
の
薬
と

し
て
求
め
た
の
が
「
朱
」
で
す
。
朱
は
貴
重

な
辰し

ん
し
ゃ砂
と
い
う
石
を
細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
て

作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で
は
そ
の
す
り
つ

ぶ
す
道
具
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
こ
の
地
で

朱
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

の
遺
跡
に
も
、
か
な
り
の
有
力
者
が
い
た
の

で
し
ょ
う
。

③
た
く
さ
ん
の
土
器

　「
甕か

め

」
や
「
壺つ

ぼ

」
な
ど
の
生
活
用
具
と
し

て
使
わ
れ
た
土
器
が
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
山
陰
や

山
陽
地
方
な
ど
の
土
器
と
形
が
似
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上

　
山
鹿
市
方
保
田
に
あ
る
方
保
田
東
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
品
々
の
う
ち
９
５
２
点
が
、
こ
の

た
び
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
山
鹿
市
内
の
重
要
文
化
財
は
八
千
代
座
に
次
い
で

２
件
目
で
、
考
古
資
料
と
し
て
は
初
と
な
り
ま
す
。�������

問
社
会
教
育
課
　
☎（
43
）１
６
５
１

に
、
当
時
の
人
々
が
広
く
交
流
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
当
時
の
特
別
な
建
物
を
立
体
的
に

表
わ
し
た
土
器
（
家
形
土
器
）
が
あ
り
ま

す
。
扉
の
部
分
が
特
に
細
か
く
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

ど
こ
で
見
ら
れ
る
の
？

　
今
回
紹
介
し
た
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
、

こ
の
ほ
か
に
も
当
時
非
常
に
貴
重
だ
っ
た
青せ

い

銅ど
う

の
鏡
や
鏃
を
は
じ
め
、
他
で
は
見
ら
れ
な

い
珍
し
い
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。現
在
、

山
鹿
市
立
博
物
館
（
鍋
田
）
と
山
鹿
市
出
土

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
（
方
保
田
）
で
展
示
・

収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
今
秋
に
市
立
博
物
館
で
重
要
文
化
財
指
定

を
記
念
し
た
特
別
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

鉄の道具

空からみた方保田東原遺跡

朱を作った道具建物を表現した土器

さまざまな土器 青銅の鏡や鏃など

方か

と

う

だ

保
田
東ひ

が
し

原ば
る

遺
跡
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
へ

pickup



7　2017.8　広報やまが

　●　�山あり、川あり、里あり、田んぼあり、町あり、温
泉ありとなんでもありの山鹿のにぎわいをお願いし
ます。

　●　�熊本地震では他の地域に比べ大きな被害はなかった
ものの、観光業や農業への影響があったと聞いてお
ります。微力ではございますが、山鹿のさらなる発
展に貢献したく、寄附させていただきます。

　●　�災害ボランティアで伺った際に活動拠点とさせてい
ただき、市民の皆さまに大変お世話になりました。
あらためて感謝の気持ちを込めて、山鹿市含め熊本
県の復興支援の一助となればと思い、わずかではご
ざいますが寄附させていただきます。

　●　�私たちが育ったころは、活気があったような気がし
ます。もう一度元気ある山鹿にしてほしいものです。

ふるさと山鹿への応援に感謝します

●皆さまからの寄附金は、次の平成 29 年度事業に活用します。

問秘書政策課　☎ (43)1112

● ふるさと納税とは？…「納税」という言葉が使われて
いますが、実際には、生まれ育ったふるさとに貢献し
たい、好きな自治体を応援したいという皆さんの想い
を実現するための「寄附」です。本市では、ふるさと
納税制度が始まった平成 20 年度から「山鹿市ふるさ
と応援寄附金」として取り組んでいます。

　寄附は随時受け付けています。市外にお住まいの
ご家族やご友人などにもぜひご紹介ください。
　寄附のお申し込みは、市ホームページのふるさと
応援寄附金バナーまたは、検索サイトから「わが街
ふるさと納税山鹿市」で検索してください。スマー
トフォンをお使いの人は、下記のQＲコードから
アクセスできます。

※ ふるさと納税ポータルサイト「わが街ふるさ
と納税」の山鹿市のページにつながります。

○地域資源を活用した産業の振興と雇用の創出
　▼農産物販売促進・６次産業化支援事業

○住みやすく子育てしやすい環境の充実
　 ▼新入学児童支援事業

○健やかで安心して暮らせる地域の実現
　 ▼健康づくり推進事業

　農産物ＰＲのため、都市圏を中心とした物産展の
開催や、農・商工・観光連携による集客イベントの
開催、ネットショップ運営の支援を行います。
　６次産業化商品の販売促進のため、専門家による
支援を行います。

　小学校入学時期の教育費に対する負担の軽減を図
るため、新１年生を対象にランドセルを贈呈します。

　「自分の健康は自分で守り、創る」という意識の
高揚をはかり、健康づくり習慣の定着化のため、下
記の事業を実施します。
・健康づくりフォーラム・セミナーの開催
・健康ウォーキングマップの作成
・健康情報の発信、健康ポイント制度の調査研究など

山鹿市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の実績と使い道

平成 28 年度の実績

件数　346 件

金額　10,654,000 円

寄附をいただいた皆さまからのメッセージ
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上
が
り
灯
籠
の
順
番
と
奉
納
さ
れ
る
灯
籠

順
番

町
　
名

奉
納
灯
籠
／
所
在
地

制
作
者
名

１

上
市
町

人
形
灯
籠

中
島
　
信
孝

２

栗
　
林

春
日
山
神
社
／
新
潟
県

中
島
　
　
清

３

大
宮
町

伊
勢
神
宮
神
楽
殿
／
三
重
県
牛
嶋
富
士
子

４

西
上
町

座
敷
造
り

中
島
　
光
代

５

上
　
町

西
寒
多
神
社
／
大
分
県

牛
嶋
富
士
子

６

松
坂
町

座
敷
造
り

今
村
　
時
子

７

日
吉
町

座
敷
造
り

中
村
　
潤
弥

８

原
　
町

木
戸
八
幡
神
社
／
福
島
県

牛
嶋
富
士
子

９

桜
　
町

白
山
比
咩
神
社
／
石
川
県

中
島
　
　
清

10

栄
　
町

熊
野
大
社
／
島
根
県

畠
山
　
慶
司

11

南
本
町

座
敷
造
り

中
島
　
光
代

12

東
通
町

湯
島
天
神
／
東
京
都

今
村
　
時
子

13

堀
明
町

玉
前
神
社
／
千
葉
県

中
島
　
　
清

14

下
　
町

箭
弓
稲
荷
神
社
／
埼
玉
県

牛
嶋
富
士
子

15

千
代
の
園

福
徳
稲
荷
神
社
／
山
口
県

中
島
　
　
清

16

九
日
町

比
治
山
神
社
／
広
島
県

中
島
　
　
清

17

中
　
町

草
戸
稲
荷
神
社
／
広
島
県

中
島
　
弘
敬

18

温
泉
通
り

白
山
比
咩
神
社
／
石
川
県

牛
嶋
富
士
子

19

温
泉
プ
ラ
ザ

大
杉
神
社
／
茨
城
県

坂
本
ゆ
か
り

20

上
広
町

亀
戸
天
神
社
／
東
京
都

今
村
　
時
子

21

花
見
坂

太
鼓
谷
稲
荷
神
社
／
島
根
県
今
村
　
時
子

22

大
宮
通
り

古
式
台
灯

中
島
　
　
清

23

鹿
校
通

上
野
東
照
宮
／
東
京
都

中
島
　
　
清

24
鹿
校
通
の
明
日
を

考
え
る
会

金
灯
籠

中
島
　
　
清

25
山
鹿
商
工
会
議
所

青
年
部

高
橋
稲
荷
神
社
／
熊
本
県

中
島
　
弘
敬

26

山
鹿
燈
心
会

木
山
神
宮
／
熊
本
県

田
中
久
美
子

27

山
鹿
青
年
会
議
所

矢
つ
ぼ
・
鳥
か
ご
・
金
灯
籠

中
島
　
弘
敬

−

泉
　
町

長
田
神
社
／
兵
庫
県

今
村
　
時
子

山鹿灯籠の起源
　第十二代景

けいこう

行天皇が、玉名から菊池川をさかのぼ
り山鹿に着岸された折、一面に濃霧が立ちこめ進路
をはばんだので、里人が松

たいまつ

明をかかげて御一行をお
迎えし、杉山（現在の大宮神社社地）へお導きしま
した。天皇はここに行

あんぐう

宮（仮の御所）を営まれました
が、その時の奉迎のたいまつが山鹿灯籠の起源と伝
えられています。それから行宮跡の大宮神社に天皇を
祀
まつ

り献
けんとう

灯の儀を行っていました。
　『鹿

か

郡
ぐん

旧
きゅう

語
ご

伝
でん

記
き

』によれば、約六百年前の室町時代
（応永年中）に「菊池氏は祭礼の式法を改め、いろい
ろの灯籠を張り民に捧げさする」とあり、また、約三百
年前の江戸期（宝永・正徳年中）には「灯籠の細工
いや増しに宜しくなり、その名四方に高し」とあります。
　その後、灯籠の種類も多くなり、現在のような精巧
なものが作られるようになりました。

『
上
が
り
灯
籠
』
の
流
れ

８
月
16
日
の
午
後
10
時
か
ら

６
０
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
灯
籠
を
担
い
だ
町
衆
が

大
宮
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
る

「
ハ
ー
イ
と
う
ろ
う
　
ハ
ー
イ
と
う
ろ
う
」

灯
籠
ま
つ
り
の
起
源
　
上
が
り
灯
籠
が

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

上
が
り
灯
籠

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
の
起
源

８月16日水　午後10 時　大宮神社

問
商
工
観
光
課
　
☎（
43
）１
５
７
９
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●高額療養費制度とは
　１カ月間に支払った医療費が高額になった場合、決め
られた自己負担限度額を超えた分が払い戻される制度で
す。限度額は個人または世帯の所得に応じて決まってい
ます。

【見直しの経緯】
　誰もが安心して医療を受けられる社会を維持するため
に「世代間の公平」や「負担能力に応じた負担」という
観点から、70 歳以上の自己負担限度額が見直されます。
８月から下表のように変わります。

国保の場合
※ 1　�同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課

税の人（低所得Ⅰ以外の人）
※ 2　�同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課

税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差
し引いたときに 0円になる人

後期高齢者の場合
※ 1　世帯全員が住民税非課税の人
※ 2　�住民税非課税世帯であり、世帯全員の所得（年

金の所得控除額を 80 万円として計算）が 0円
の人。または、住民税非課税世帯であり、老齢
福祉年金を受給している人

適用区分 外来（個人） 外来＋入院（世帯）

現役並み
所得

課税所得
145 万円以上 44,400 円

80,100 円＋
（医療費ー 267,000 円）×１％
《 ４回目以降　44,400 円 》

一般 課税所得
145 万円未満 12,000 円 44,400 円

低所得Ⅱ
※１

非課税 8,000 円
24,600 円

低所得Ⅰ
※２ 15,000 円

外来（個人） 外来＋入院（世帯）

57,600円
80,100 円＋

（医療費ー 267,000 円）×１％
《 ４回目以降　44,400 円 》

14,000円
年間上限

144,000 円

57,600円
《 ４回目以降　44,400 円 》

8,000 円
24,600 円

15,000 円

70 歳以上の国民健康保険の人、後期高齢者医療の人

70 歳未満の国民健康保険の人（変更なし）

見直し前（平成 29 年７月診療分まで） 見直し後（平成 29 年８月診療分から）

区分 医療機関の請求（限度額） ４回目以降

ア 年間所得
901 万円超 252,600 円 ＋（医療費の総額− 842,000 円）×１％ 140,100 円

イ 年間所得
600 万円超 901 万円以下 167,400 円 ＋（医療費の総額− 558,000 円）×１％   93,000 円

ウ 年間所得
210 万円超 600 万円以下   80,100 円 ＋（医療費の総額− 267,000 円）×１％   44,400 円

エ 年間所得
210 万円以下 57,600 円   44,400 円

オ 住民税非課税 35,400 円   24,600 円

平成 29 年８月診療分から、高額療
養費の自己負担限度額が変わります

問国保年金課　国民健康保険係☎(43)1527　後期医療年金係☎(43)1576

70 歳以上の皆さんへ
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暑い夏は矢谷渓谷へどうぞ
…矢谷渓谷キャンプ場オープンセレモニー　　　　　　　７月３日
　矢谷渓谷キャンプ場の関係
者ら 50 人が集まり、シーズ
ン中の安全を祈願しました。
矢谷渓谷観光開発公社の足立
富
とみ

也
や

社長が「昨年は地震の影
響で一時客足が遠のきました
が、夏休み後半には回復しま
した。ことしも安全第一で営
業します」とあいさつ。
　たくさんのご来場を心から
お待ちしています。

神事の様子

、

世界シェアトップの地元企業製品で実習を
…光ファイバ融着接続器の贈呈式　６月 20日
　鹿本町梶屋のフジクラプレシジョン株式会社（代
表取締役社長：田中利

とし

行
ゆ き

氏）から、鹿本商工高校
に光ファイバ融着接続器２セットが贈られました。光
ファイバをつなぐ同機器の世界シェアトップを誇る同
社には、鹿本商工高校の卒業生が 50人以上在籍。
昨年の就職試験のときに、生徒が「学校で光ファイ
バの接続実習を行っている」と話したことが縁で、
今回の寄贈に至りました。田中社長は「鹿本商工高
校に感謝したいと思い、贈呈を決めました。教育活
動の役に立てれば幸いです」とあいさつ。さっそく
実演が行われ、生徒が機器の使い方を学びました。

実演の様子。左から３年生の宮田武
たける

君、北村成
なる

臣
み

君、同社の北原考
こう

祐
すけ

氏

中学生の熱い夏
…山鹿市中学校総合体育大会夏期大会　６月 24・25 日、７月１日
　中体連の夏季大会が市内各
会場で行われ、10種の競技で
熱い戦いが繰り広げられまし
た。多くの３年生にとっては
これが最後の大会となり、３
年間の集大成という大事な試
合。どの競技も試合が動くた
びに応援席から大きな声援が
飛び、全力のプレーに惜しみ
ない拍手が送られました。

盛り上げよう！ 2020 東京オリンピック ･ パラリンピック！
…フラッグツアー（大会旗巡回展示）の実施　　　６月 24・25 日

　熊本地震の復興支援として、
小池百

ゆ

合
り

子
こ

東京都知事から蒲
島郁

いく

夫
お

熊本県知事にフラッグ
が手渡され、県内を巡回する
フラッグツアーが開催されま
した。本市では中学校総合体
育大会夏季大会（中体連）に
併せて実施。市総合体育館で
行われた開会式で紹介後、ロ
ビーに展示し、訪れた中学生
や保護者に披露しました。展示されたフラッグ

市民球場で行われた野球。熱投する
菊鹿中２年青木駿

しゅん

介
すけ

君
、

住民サービスの向上と行政の効率化
…熊本国税局長から感謝状の贈呈　６月 26日
　熊本国税局の髙野信

のぶ

彦
ひこ

局長から中嶋憲
けん

正
せい

市長に
感謝状が贈られました。
　ことしから本市が受け付けた所得税の確定申告
書は、専用回線を使ってデータで山鹿税務署へ送
信。これにより市民への還付金の早期還付や、源泉
徴収票などの添付が省略できるほか、申告書類の
紛失といった重大なリスクを回避できるというメ
リットにつながっています。本市はデータ送信の
件数が県内で１位となり、他の自治体に先駆けて
住民サービスの向上と行政の効率化に積極的に貢
献したと評価されました。

左から髙野局長と中嶋市長

社会を明るくする運動メッセージ伝達式
…山鹿地区保護司会　　　　　　　　　　　　　　　　   ７月３日

　７月１日から 1カ月間「第
67 回社会を明るくする運動」
が実施され、この日は山鹿地
区保護司会の緒方隆

りゅう

一
いち

副会長
から中嶋憲

けん

正
せい

市長に安倍晋
しん

三
ぞう

内閣総理大臣と蒲島郁
いく

夫
お

熊本
県知事のメッセージが伝達さ
れました。この運動は犯罪や
非行の防止と、立ち直りを支
えて安心・安全な社会を築く
ために毎年行われています。メッセージを伝達する緒方副会長
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、

大輪の花が咲き誇る
…2017 鹿央里やま蓮

はす

まつり
　６月24日から、鹿央古代の森交流施設「里やま」
で鹿央里やま蓮まつりが開催。この時期、２千年
前の蓮といわれる大

おお

賀
が

蓮をはじめ、神秘的で美し
い約 10 種類の蓮が咲き誇ります。早朝からたく
さんの人が訪れ、大きく咲いた蓮の花をカメラに
収めていました。７月９日には子どもスケッチ大
会が行われ、子どもたちは思い思いの場所でス
ケッチを楽しみました。
　蓮まつりは８月６日㈰まで開催中です。蓮の花
は早朝に咲き、午後になると少しずつ閉じますの
で、午前中のご来場をお勧めします。

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビまだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

インターハイや各種全国大会への出場
…鹿本高校陸上競技部、柔道部、百人一首競技かるた部、少林寺拳法
　鹿本高校の各部活動や個人が、団体や個人種目でインターハイなど
への出場を決め、中嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に訪れました。百人一首競技
かるた部を代表して、
３年生の木庭しおりさ
んが「今まで一緒に
頑張ってきた仲間の思
いも背負い、熊本県
の代表として頑張りま
す」とあいさつ。出場
する皆さんの大会での
活躍を祈っています。

第 17回全日本少年少女空手道選手権大会出場決定（６年連続）
…鹿本道場　松川怜

れい

雅
が

君（来民小学校６年生）　型の部
　松川君は５月７日に菊池市で
行われた県大会で優勝。６月
18日に北九州市で行われた九
州大会でも優勝し、８月５日㈯
から東京武道館で行われる全
国大会への出場を決めました。
松川君は「去年は２回戦で負
けたので、ことしはメダルを取
るのが目標です。将来はオリン
ピックに出場するのが夢です」
と抱負を述べました。中嶋市長に報告に訪れた松川君とお父さん（中央）

第 30回全国小学生ハンドボール記念大会出場決定
…山鹿小学校男子ハンドボール部
　同部は、６月17、18日に市
総合体育館で行われた第 13
回熊本県小学生ハンドボール選
手権大会で優勝。８月３日㈭か
ら京都府京田辺市で行われる
全国大会への切符を手にしまし
た。キャプテンの遠藤琉

るい

君は「２
年後には山鹿で世界選手権が
あります。全国大会で良い成績
を残して、山鹿を盛り上げたい
と思います」と話しました。

上位入賞目指して決意のガッツポーズ

中嶋憲
けん

正
せい

市長に報告に訪れた選手の皆さん

全日本少年少女武道錬成大会出場
…山鹿中学校弓道部女子
　同部は４月29日に八代市で行われた県予選で３位入賞。７月17日
に東京都の日本武道館で行われる全国大会に出場を決め、中嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に訪れまし
た。中嶋市長が「大
きな目標を持ち、全力
を尽くしてください」と
激励。キャプテンの松
掛利

り

穂
ほ

さんは「今まで
の練習を信じて、優勝
を目指して頑張ります」
と話しました。

中嶋市長に報告に訪れた部員の皆さん

７月13日、たくさんの蓮が咲いていました

、

ゴールめがけてシュート！
…幼児ハンドボール教室　　　　　　　　７月 10日
　ハンドボールの街やまが連絡協議会（栗川亮

りょう

一
いち

会長）が、オムロンハンドボール部をコーチに招
き、山鹿幼稚園で幼児ハンドボール教室が開催さ
れました。これは市内における園児の体力向上と
トップアスリートとの交流を目的として新たに始
まったものです。園児は永田しおりキャプテンか
らハンドボールの説明を聞いた後、選手 21 人と
一緒にパスやドリブル、シュートの練習をしまし
た。選手から上手な投げ方を教わった園児は遠く
までボールを投げられるようになり、何度もゴー
ルめがけてシュートをしていました。

思い切りシュート！



場広の ● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

● 誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時
・
内
容

　
８
月
13
日
㈰�

午
前
10
時
〜
10
時
半

　
山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

　
８
月
27
日
㈰�

午
前
10
時
〜
10
時
半

　
子
ど
も
三
味
線
　

　
子
ど
も
灯
籠
踊
り

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費
　
無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い
　
山
本
）

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
７

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

　
有
明
高
専
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は「
化
学
へ
の
招
待
、

不
思
議
な
物
質
の
世
界
を
体
験
し
よ

う
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み

の
思
い
出
作
り
に
、
進
路
相
談
に
、

有
明
高
専
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
８
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
　

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
（
福
岡
県
大
牟
田
市

東
萩
尾
町
１
５
０
）

◦�

内
容
　
進
路
相
談
コ
ー
ナ
ー
、も
の
づ

く
り
体
験
教
室
ほ
か
。詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.ariake-

nct.ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
４
４
（
53
）８
６
２
７

山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
　
８
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容
　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

山
鹿
つ
た
え
た
い

　「
つ
た
え
る
」
こ
と
を
学
び
、
山

鹿
の
魅
力
を
「
市
民
力
で
発
信
」
す

る
取
り
組
み
で
す
。

◦
講
演

　「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

�

※�

主
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、

使
い
分
け
の
ヒ
ン
ト
や
投
稿
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
ま
す
。

◦
講
師
　
愛
垣
水み

奈な

子こ

さ
ん

第
８
回
野
良
猫
一
斉
不
妊
手

術
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

熊
本
Ｔ
Ｎ
Ｒ
実
行
委
員
会

　
全
国
的
に
猫
の
殺
処
分
が
犬
を
大

き
く
上
回
り
、
そ
の
多
く
は
子
猫
で

す
。
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
は
、
野
良
猫
に一代

限
り
の
生
を
全
う
さ
せ
、
繁
殖
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
数
が
増
え
る
の

を
防
止
し
、
殺
処
分
で
命
を
落
と
す

猫
を
減
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
猫
に
よ
る

被
害
（
発
情
期
の
鳴
き
声
や
、
糞
尿

の
問
題
）
を
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
犬
や
猫
を
虐
待
し
た
り
、

捨
て
る
行
為
は
動
物
愛
護
法
に
よ
り

処
罰
対
象
と
な
り
ま
す
。
捨
て
犬
、

捨
て
猫
は
犯
罪
で
す
。

◦�

日
時
　
８
月
21
日
㈪

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

☎
０
９
０（
４
５
１
２
）４
９
３
３

（
松
崎
）

第
16
回
還
暦
軟
式
野
球
松
橋

大
会
で
優
勝

山
鹿
球
友

　
山
鹿
球
友（
監
督
：
山
本
勝か

つ

彌や

）は
、

５
月
27
日
、
６
月
３
日
に
行
わ
れ
た

第
16
回
還
暦
軟
式
野
球
松
橋
大
会

（
兼
嬉
野
大
会
予
選
）
に
出
場
し
ま

し
た
。
県
下
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

準
決
勝
で
太
陽
ク
ラ
ブ
（
大
津
・
菊

陽
町
）
に
４
対
２
で
勝
利
、
決
勝
戦

は
熊
本
ス
タ
ー
ズ
（
熊
本
市
）
に
３

対
０
で
勝
利
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

　
山
鹿
市
体
育
協
会

　
６
月
29
日
に
山
鹿
市
体
育
協
会
評

議
員
会
を
開
催
し
、
７
人
の
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
、
１
人
の
特
別
功
労
者
を

表
彰
し
ま
し
た
。
長
年
の
ご
貢
献
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
被
表
彰
者

　
鹿
子
木
伸し

ん
い
ち
ろ
う

市
郎
さ
ん
（
陸
上
競

技
）、
松
本
剛た

か
ひ
さ久
さ
ん
（
水
泳
）、
谷

良り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、

古
荘
勝か

つ
ひ
ろ弘
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

日
隈
邦く

に
ひ
ろ廣
さ
ん
（
空
手
道
）、
笹
本

龍た

つ

お雄
さ
ん
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）、
渡

邉
春は

る
と
し利
さ
ん（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

山
鹿
市
水
泳
協
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

山
鹿
市
水
泳
協
会

①
第
２
回
初
心
者
水
泳
教
室
生
徒
募
集

　
短
期
集
中
型
の
水
泳
教
室
で
す
。

◦�

対
象
者
　
幼
児（
４
〜
６
歳
未
満
）

先
着
10
人
　
小
学
生�

先
着
40
人

◦�

日
時
　
８
月
９
日
㈬
〜
13
日
㈰

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
７
時

◦�

指
導
者
　
山
鹿
市
水
泳
協
会
会
員

◦�

受
講
料
　
３
７
０
０
円
（
プ
ー
ル

使
用
料
・
保
険
料
込
み
）

◦�

申
込
期
限
　
教
室
開
催
の
前
日

◦
申
込
先
（
平
日
の
み
）

　
司
法
書
士
松
本
剛た

か
ひ
さ久

事
務
所

☎（
43
）８
６
０
６

② 

城
北
地
区
小
・
中
学
校
水
泳
大
会

◦�

日
時
　
８
月
５
日
㈯
　
午
前
９
時

※
場
所
は
す
べ
て
山
鹿
市
民
プ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
①
②
山
崎

☎
０
８
０（
５
６
０
８
）１
２
６
５

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア 

ク
ラ
ブ
生
募
集
！

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ジ
ュニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
年
中
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
、

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
入
会
で
き
ま

す
。
各
学
年
に
経
験
豊
富
な
指
導
者

が
付
き
、
楽
し
く
、
時
に
は
厳
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
見
学
・

体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

練
習
日
時
　【
園
児
】
土
曜
日
　

※�

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は
野
良
猫
を
捕
獲

（
ト
ラッ
プ
Ｔ
）し
て
、不
妊
手
術（
ニュー

タ
ー
Ｎ
）を
行
い
、元
の
場
所（
リ
タ
ー

ン
Ｒ
）へ
戻
す
とい
う
活
動
で
す
。

◦
日
時
　
８
月
24
日
㈭�

午
前
９
時
〜

◦�

場
所
　
鹿
央
多
目
的
研
修
セン
タ
ー

◦
申
込
期
限
　
８
月
５
日
㈯

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
手
術
に
は
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）５
２
５
８

　（
星
子
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　
☎
０
９
０（
９
５
８
５
）１
１
６
０

　（
安
達
）

特
別
功
労
者
被
表
彰
者

　
故�

由
富
雄ゆ

う
じ二
さ
ん（
バ
ド
ミン
ト
ン
）

午
前
９
時
半
〜
11
時
半
　【
小
学

１
〜
3
年
生
】　
火
・
木
曜
日
　

午
後
7
時
〜
8
時
半
／
土
曜
日
　

午
前
9
時
半
〜
11
時
半
　【
小
学

４
〜
６
年
生
】
火
・
木
曜
日
　
午

後
7
時
〜
９
時
／
土
曜
日
　
午
前

9
時
半
〜
12
時
半

◦�

場
所
　
オ
ム
ロ
ン
鹿
陽
セ
ン
タ
ー
、

山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
菊
池
川
河
川
敷
（
山
鹿
大

橋
下
）

※�

時
間
、
場
所
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　
園
児
・
小
学
１
〜
３
年
生
　
緒
方

☎
０
８
０（
１
７
３
２
）０
４
０
６

　
小
学
４
〜
６
年
生
　
伊
藤

☎
０
８
０（
８
７
４
７
）８
７
５
９



み なん

13　2017.8　広報やまが

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶心を贈る絵手紙　講座生作品展
　「なつかしい田植えの風景」を展示　16点
　講師　奥村淑子先生（山鹿市）　
　期間　８月１日㈫〜 15日㈫

▶古家聖士郎・坂本靖幸　二人展
　古家聖士郎さん（鹿北町）…人物画（鉛筆）
　坂本靖幸さん（和水町）

…風景画（オイルパステル画）
　期間　８月 16日㈬〜 31 日㈭

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶「万葉の風」展示作品の一部販売
　　期間　８月１日㈫〜 15日㈫

▶切り絵展
　田尻美智明さん（熊本市）
　期間　８月 16日㈬〜 31 日㈭
※時間は 10：00 〜 17：00

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

画廊ガッレリア・アッシジ（三玉）
問☎ 070(5083)3993（平井）

▶ Rinasceremo（ふたたび）
　「森田貴博（油絵）&平井栄美（版画）展
　イタリア、アッシジを描いた作品展　
　期間　10 月 31 日㈫まで
　※�不定休。時間は 10：00 〜 17：00

図
書
フ
ェ
ス
タ
「
親
子
で
楽
し
む

夏
の
お
は
な
し
会
」

や
ま
が
図
書
館
友
の
会

　
大
牟
田
市
在
住
「
ク
レ
ヨ
ン
の
会
」

代
表
の
田
口
祐ゆ

う

子こ

さ
ん
に
よ
る
語
り

か
ら
テ
ー
ブ
ル
シ
ア
タ
ー
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
ま
で
、
幼
児
を
持
つ
親
子
か
ら

小
学
生
ま
で
楽
し
め
る
お
は
な
し
会

で
す
。
大
人
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
。

り
っ
ち
ゃ
ん
と
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ

う
夏
休
み

山
鹿
子
ど
も
劇
場

　
ア
フ
タ
フ
バ
ー
バ
ン
の
り
っ
ち
ゃ

ん
と
子
ど
も
た
ち
で
や
り
た
い
事
を

考
え
て
創
っ
て
、
遊
ん
で
み
ん
な
で

楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
親

子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
。（
要
予
約
）

◦
日
時
　
８
月
23
日
㈬
　
午
後
２
時

◦
場
所
　
Ｐａｔ
ｉｏ（
鹿
本
町
御
宇
田
）

◦
対
象
者
　
小
学
生

◦
参
加
費
　
１
人
２
０
０
円

◦
準
備
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
川
端

☎
０
９
０（
９
６
０
３
）１
８
９
５

夢
の
架
け
橋
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

第
９
回
納
涼
夏
祭
り

有
限
会
社
　
誠
心
会

　
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
！
大
抽
選

会
で
は
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
打
ち
上
げ
花
火
も
あ
り

ま
す
。

◦
日
時
　
８
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
８
時
半

◦�

場
所
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ゆ
と
り
」

駐
車
場（
菊
鹿
町
下
内
田
75
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
音
色
」

☎（
42
）６
１
１
７

小
学
生
の
夏
休
み
子
ど
も

絵
画
教
室ガ

ッ
レ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ

　
夏
休
み
の
宿
題
を
仕
上
げ
よ
う
！

◦
日
時
　
８
月
８
日
㈫
・
22
日
㈫

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ブ
「
は
な
い
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
花
井
寿
男

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　
川
と
米
の
物
語

　
　
山
鹿
の「
日
本
遺
産
」

◦
日
時
　
８
月
22
日
㈫
　
午
後
７
時

◦
場
所
　
夢
想
庵

◦�

講
師
　
山
鹿
文
化
協
会
会
長

　
　
　
　
木
村
理り

郎ろ
う

さ
ん
　

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

や
ま
が
七た

な

ば

た夕
聖し

ょ
う

天で

ん

祭さ

い

九
日
町
商
店
街

　
８
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪
の
間
、
山

鹿
の
子
ど
も
た
ち
が
願
い
を
込
め
た

短
冊
約
１
万
枚
を
、
九
日
町
八
千
代

座
通
り
や
金
剛
乗
石
門
参
道
に
展
示

し
ま
す
。
７
日
㈪
夜
は
、
金
剛
乗
寺

石
門
参
道
で
屋
台
夜
市
を
開
催
。
か

き
氷
・
ビ
ー
ル
・
焼
酎
・
ラ
ム
ネ
・

焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・
か
ら
揚
げ
の

販
売
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
の

観
音
堂
で
は
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
８
月
７
日
㈪
　
午
後
６
時

◦�

場
所
　
金
剛
乗
寺
（
参
道
・
境
内
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先
　
や
ま
が
門
前
美

術
館
　
　
　
　
☎（
42
）８
２
０
０

　
没
後
40
周
年
を
追
悼
し
て
エ
ル
ビ

ス
プ
レ
ス
リ
ー
の
メ
ロ
デ
ィ
と
ハ
ワ

イ
ア
ン
ソ
ン
グ
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
８
月
26
日
㈯

　
開
場��

午
後
１
時
半
　
開
演��

２
時

◦�

場
所
　
天て

ん
ち
ょ
う聽

の
蔵

◦�

入
場
料
　
千
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク

付
き
）　
子
ど
も
は
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
花
井

☎（
44
）1
１
４
１

◦
日
時
　
８
月
11
日
㈷
　

　
　
　
　
午
前
10
時
半

◦
場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
費
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
吉
田

☎
０
９
０（
４
９
９
５
）６
７
８
７

◦�

場
所
　
三
玉
公
民
館

◦�

参
加
費
　
１
回
千
円
（
共
用
材
料

費
込
み
）

◦�

講
師
　
森
田
貴き

み
ひ
ろ博

　
平
井
栄え

み美

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
保
護
者
の
同
席
も
可
能
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

☎
０
７
０（
５
０
８
３
）３
９
９
３
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳

　句

短

　歌

河
鹿
会

　肥
後
狂
句

　六
月
例
会

古
川
ひ
ろ
み
選

う
し
て
と
る
　
喧
嘩
相
手
の
贈
り
も
ん

中
満
　
甘
柿

衣
更
え
　
し
も
た
断
捨
離
し
す
ぎ
と
る

中
川
　
正
子

衣
更
え
　
出
し
て
は
見
た
が
入
り
き
ら
ん

井
上
芙
美
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

　六
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

気
に
か
か
る
　
世
界
平
和
が
遠
ざ
か
る

古
里
イ
ツ
代

腹
の
底
　
本
音
明
か
さ
す
遺
言
書

　
荒
木
又
衛
門

知
恵
の
多
さ
　
安
く
買
い
取
る
国
有
地

遠
藤
　
上
気

気
に
か
か
る
　
独
り
暮
ら
し
の
母
は
今

竹
下
　
賀
松

う
ろ
た
え
て
　
嬶
起
こ
さ
ん
で
逃
げ
た
火
事

藤
本
　
白
扇

荻

　正
好
選

思
い
思
い
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
入
れ
ま
し
た

勢
田
　
稲
光

気
に
か
か
る
　
昔
軍
隊
今
お
ご
り新

谷
　
不
動

う
ろ
た
え
て
　
無
神
論
者
が
神
頼
み

立
山
　
連
峰

気
に
か
か
る
　
孫
は
乗
り
換
え
き
っ
た
ろ
か

小
水
流
繁
富

目
ェ
白
黒
　
始
め
て
知
っ
た
そ
の
値
打
ち

稗
田
　
　
恵

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

朱
色
の
亡
父
の
サ
ツ
キ
に
そ
っ
と
ふ
れ
　
　
楠
本
　
裕
子

早
起
き
は
得
と
言
う
な
り
蓮
開
く
　
　
　
　
坂
本
　
明
子

食
べ
ご
ろ
よ
隣
の
庭
の
さ
く
ら
ん
ぼ
　
　
　
城
田
　
千
鶴

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

真
夏
日
や
雨
粒
み
ん
な
乾
き
ゆ
く
　
　
　
　
池
田
　
亜
美

桃
い
ろ
の
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
や
花
一
輪
　
　
　
榮
　
ひ
ろ
み

ひ
ら
ひ
ら
と
手
を
振
る
吾あ

こ子
に
揚
羽
蝶
　
　
山
本
　
け
い

鹿
本
俳
句
教
室

　六
月
例
会

利
光
釈
郎
選

し
ん
し
ん
と
独
り
の
闇
を
ほ
た
る
飛
ぶ
　
　
坂
田
　
昭
代

雑
草
に
追
い
か
け
ら
れ
し
梅
雨
の
空
　
　
　
戒
田
喜
久
子

一
人
居
の
我
に
雷
鳴
容
赦
な
く
　
　
　
　
　
福
島
　
幸
代

山
鹿
俳
句
会
　
六
月
例
会

利
光
釈
郎
選

老ろ
う
お
う鶯
の
響
く
山
側
宿
の
部
屋
　
　
　
　
　
　
園
田
す
み
こ

凌り
ょ
う
じ
ゅ
ん
か

霄
花
か
っ
て
眼
科
の
あ
り
し
跡
　
　
　
　
光
永
　
紀
子

こ
こ
ろ
弾
む
踊
り
子
募
集
の
市
報
か
な
　
　
本
田
　
孝
子

鹿
本
短
歌
会

　六
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

亡
き
母
の
用
意
し
ふ
と
ん
二
十
組
母
の
思
い
の
深
さ
身
に
し
む
　
　
　
　
吉
岡
　
孝
子

青
嵐
に
梢
白
じ
ろ
そ
よ
げ
ど
も
空
流
れ
ゆ
く
雲
に
紛
れ
ず
　
　
　
　
　
　
大
友
　
清
子

青
葉
か
ぜ
吹
き
て
戦
げ
る
葦
の
上へ

を
つ
い
ー
と
飛
び
交
ふ
つ
ば
く
ろ
い
く
つ
　
今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会

　六
月
例
会

富
田
豊
子
選

草
萌
ゆ
る
命
の
証あ

か
し

　
吾
身
に
も
地
の
温
も
り
が
足あ

う
ら
に
伝
ふ
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

病
癒
え
穏
や
か
な
日
々
戻
る
頃
青
き
麦
の
穂
麦
秋
と
な
る
　
　
　
　
　
　
田
代
　
春
美

朝あ
し
た

よ
り
花
菖
蒲
見
て
夕
暮
は
鳥
の
飛
ぶ
空
ゆ
た
か
に
青
し
　
　
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

浮
雲
の
動
か
ざ
る
や
う
に
遠
山
の
嶺
に
夕
焼
け
長
く
棚
引
く
　
　
　
　
　
関
　
ケ
イ
子

日
々
暑
き
最さ

中な
か

に
あ
り
て
夏
野
菜
青
く
こ
ん
も
り
育
ち
ゆ
く
な
り
　
　
　
鶴
田
　
美
昭

雨
音
に
流
浪
の
旅
の
曲
想
を
浮
か
べ
て
独
り
椅
子
に
ま
ど
ろ
む
　
　
　
　
山
口
　
信
博

鹿
北
短
歌
会

背
伸
び
し
て
春
の
足
音
聞
く
さ
ま
か
花
に
な
る
日
の
葉
ボ
タ
ン
の
伸
び
　
徳
永
　
則
子

自
己
流
の
体
操
し
つ
つ
ベ
ッ
ド
に
て
朝
刊
を
待
つ
病
床
の
夫
　
　
　
　
　
古
川
　
恵
子

白
髪
は
人
成
熟
の
証
し
と
か
新
聞
読
み
て
心
安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

菊
鹿
短
歌
会

　六
月
詠
草

去
年
ま
で
匍ほ

ふ

く匐
前
進
か
ま
へ
て
は
ト
カ
ゲ
捕
ら
え
し
わ
が
家
の
猫
は
　
　
長
野
　
節
子

少
女
ら
は
遊
び
ゐ
た
る
か
栗く

り
え
ん園
に
花
穂
か
ん
ざ
し
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
ら
し
　
　
中
原
ち
え
子

む
ら
さ
き
の
房
素す

さ

の

う

盞
雄
の
血
を
垂
ら
し
初
夏
の
か
ざ
な
か
藤
の
花
燃
ゆ
　
渕
上
　
修
次

鹿
央
短
歌
会

　六
月
作
品

食
卓
の
余
り
し
椅
子
は
縁
側
で
鳥
の
飛
ぶ
見
て
や
す
ら
ぐ
椅
子
に
　
　
　
森
　
　
道
子

立
派
だ
よ
秘
密
基
地
を
見
に
来
て
よ
手
を
取
り
誘
ふ
隣
の
子
ら
が
　
　
　
東
　
よ
り
子

ふ
わ
ふ
わ
と
は
か
な
き
光
放
ち
つ
つ
父
の
愛
せ
し
蛍
舞
ひ
ゆ
く
　
　
　
　
江
藤
美
知
子

三
岳
短
歌
会

　六
月
例
会

境
内
の
樅も

み

の
大
樹
も
春
の
気
も
朝
を
震
は
む
神
楽
太
鼓
に
　
　
　
　
　
　
巣
山
志
津
子

鈴す
ず
か
け懸
を
プ
ラ
タ
ナ
ス
と
言
ひ
回
し
学
校
の
庭
に
遊
び
た
り
し
日
　
　
　
　
立
山
　
〆
子

思
は
ざ
る
時
の
は
ざ
ま
に
音
た
て
て
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
霰
降
り
く
る
　
　
田
中
美
千
代
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　　　　　『やまが肝いりどん』通信　問地域生活課　☎ (43)1114
　お申し込みは、お近くの肝いりどんか地域生活課で
受け付けています。
★登録に必要なもの★
①�結婚相談登録申込書（地域生活課窓口に設置。市の
ホームページからもダウンロード可能です）
②写真２枚程度
③免許証や保険証など本人確認できるもの
④印かん（申込書に押印）

～～～登録者・幸せカップル増加中～～～
　山鹿市が行っている結婚サポート事業「やまが肝い
りどん」をご存じですか？平成 23 年６月から始まっ
た事業で、これまでに 15 組の幸せ夫婦が誕生してい
ます。そして現在、14 組のカップルが結婚へ向けて
交際中です。
　この事業では、肝いりどん（お世話役）が結婚を希望
する登録者をサポートをしています。登録の要件は、結
婚を希望している50歳未満の独身者で、山鹿市に住ん
でいるか、結婚後に山鹿市に住む人で
あれば市外在住の人でも登録できます。
　登録後は肝いりどんが１対１の出会
いの機会をつくったり、婚活イベント
やセミナー開催情報を提供したりし
て、登録者の婚活をサポートします。

元刑事の鯨井は、環状線で黒服集団に囲
まれたOLを救ったことをきっかけに、
5人の仲間とともに私製の正義の実現を
目指す。武器は経験、自由そして覚悟。
リタイア後の男たちが巨大権力に挑む !�

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・夏休みの上映会
　「銀河鉄道の夜」
　▷８月５日㈯　午後２時半から（48 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・こども上映会
　「こびと大研究」
　▷８月27日㈰　午後２時から（30 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷８月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷８月１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫・29日㈫
・�山鹿ではたらく人に聞いてみた！８月４日㈮保育士、11日㈷獣医
・山鹿灯籠踊り体験！８月２日㈬鹿本農業高校郷土芸能伝承部とコラボ！
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷８月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷８月３日㈭・10日㈭・17日㈭・24日㈭・31日㈭
・�こもれび夜のおはなし会／８月18日㈮午後６時〜７時
　「マザーグースさんの楽しいおはなし会」、ブラックライトパネ
　ルシアター「花火」など、夏にぴったりのおはなし会です。

休
館
日

ひだまり図書館
８月７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪
こもれび図書館
８月２日㈬・９日㈬・16日㈬・23日㈬・30日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

夏におすすめの気軽なアイス「ヨーグ
ルトバーク」、フランスの家庭の焼き
菓子「ガトーヤウー」など、心地よい
酸味と軽い食感で、ヘルシーなのに濃
厚に仕上がる、ヨーグルトを使った新
しいお菓子の作り方を紹介します。

『ヨーグルトの冷たいお菓子と焼き菓子』
若山曜子 /著　世界文化社 /出版

『深海の寓話』
森村誠一 /著　株式会社 KADOKAWA/ 出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】

この家には人間の家族のほかに、ねずみ
の家族が住んでいる。ねずみたちが退治
されると知った子供たちは「危険が迫っ
ています、この家から逃げてください」
と、ねずみに手紙を書いた。すると…。
ジョン・バーニンガムのユーモラスで
あたたかい絵本。

『いえすみねずみ』
ジョン・バーニンガム/作　谷川俊太郎 /訳　BL出版 /出版

　地域生活課では婚活情報誌
『やまが縁むすびBOOK～本気
で結婚したい人の「婚活のスス
メ」～』『if~ もしも自分が結婚
したら ~』を無料配布中です！
お気軽にお越しください。



広報やまが　2017.8　16

山
鹿
口
の
戦
い
に
関
わ
る
史
跡
（
４
）

　
前
回
に
引
き
続
き
山
鹿
口
の
戦
い
に
関
わ
る
史
跡
を
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
菊
鹿
町
、
鹿
本
町
、
鹿
央
町
に
残
さ
れ
て
い
る

史
跡
を
中
心
と
し
た
紹
介
で
す
。

①
淵
上
幾ち

か
し・
令れ

い

三ぞ
う

の
墓
（
菊
鹿
町
矢
谷
）

　
菊
鹿
町
矢
谷
の
東と

う

輪り
ん

寺じ

跡あ
と

と
い
わ
れ
る
墓
地
に
は
、
連
載
第

４
回
で
紹
介
し
た
協
同
隊
隊
士
の
淵
上
幾
・
令
三
兄
弟
の
墓
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
同
隊
は
山
鹿
口
の
戦
い
の
後
も
薩
軍
に
従
っ
て
戦
い
を
続

け
ま
し
た
。
人
吉
周
辺
の
戦
い
で
隊
長
の
野
満
長ち

ょ
う

太た

郎ろ
う

が
負
傷

し
た
た
め
、
幾
が
代
わ
っ
て
協
同
隊
の
指
揮
を
執と

り
、
政
府
軍

と
戦
い
ま
し
た
。
し
か
し
、明
治
10（
１
８
７
７
）年
７
月
１
日
、

幾
は
鹿
児
島
県
菱ひ

し

刈か
り

郡
（
現
在
の
伊い

佐さ

市
）
の
戦
い
で
戦
死
し

ま
し
た
。
弟
の
令
三
は
兄
が
戦
死
す
る
前
の
５
月
24
日
、
久く

木ぎ

野の

（
現
在
の
水
俣
市
）
で
の
戦
い
に
よ
っ
て
負
傷
し
、
２
日
後

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

②
来
民
町
通
り
（
鹿
本
町
来
民
）

　
３
月
21
日
に
山
鹿
口
の
戦
い
が
終
わ
る
と
、
桐き

り

野の

利と
し

秋あ
き

ら
薩

軍
は
政
府
軍
の
追
撃
を
防
ぐ
た
め
、
菊
鹿
町
の
米よ

な

原ば
る

な
ど
に
小

規
模
な
防ぼ

う

塁る
い

を
造
り
、
わ
ず
か
な
守
備
兵
を
残
し
て
本
隊
は
隈わ

い

府ふ

（
現
在
の
菊
池
市
）
へ
と
退
却
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、当
時
、

新し
ん

町ま
ち

と
呼
ば
れ
て
い
た
鹿
本
町
来
民
を
通
り
ま
し
た
。
負
傷
し

た
薩
軍
兵
士
を
見
た
町
の
人
々
は
炊
き
出
し
を
し
て
、
も
て
な

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
却
す
る
桐
野
は
立
派
な

軍
服
を
着
て
い
て
、
人
々
の
注
目
を
集
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

③
千ち

田だ

聖し
ょ
う

母も

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

（
鹿
央
町
千
田
）

　
薩
軍
は
隈
府
を
攻
撃
さ
れ
る
と
、
拠
点
を
鳥と

栖す

村
（
現
在
の

合
志
市
）
へ
と
移
し
、
防
御
を
固
め
ま
し
た
。
現
在
の
山
鹿
市

長
坂
と
鹿
央
町
広
に
い
た
政
府
軍
は
薩
軍
を
攻
撃
す
る
た
め
、

千
田
聖
母
八
幡
宮
に
集
結
し
て
、鳥
栖
村
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
薩
軍
の
抵
抗
は
激
し
く
、
政
府
軍
は
多
く
の
死
傷
者

を
出
し
ま
し
た
。

④
天
満
宮
の
祠ほ

こ
ら

［
金か

な

凝こ
り

神
社
境
内
］（
方
保
田
）

　
山
鹿
市
方
保
田
の
金
凝
神
社

（
日
置
神
社
）
境
内
に
祭
ら
れ
て

い
る
天
満
宮
に
は
、
政
府
軍
の

軍ぐ
ん

夫ぷ

（
軍
隊
の
雑
務
を
行
う
人
）

と
し
て
従
軍
し
た
人
々
が
建
て

た
も
の
と
い
わ
れ
る
祠
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
祠
は
西
南
戦
争

の
終
結
か
ら
、
わ
ず
か
１
カ
月

後
の
明
治
10
年
10
月
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
従
軍
し
た
人
々

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
　
☎（
43
）１
６
５
１

注
文
し
て
い
な
い
商
品
が

送
り
つ
け
ら
れ
た
！

【
事
例
】

●
　 「
１
カ
月
前
に
注
文
を
受
け
た
健
康
食
品
が
で
き

上
が
っ
た
の
で
、
お
届
け
し
ま
す
」
と
突
然
電
話

が
あ
っ
た
。
金
額
は
約
２
万
５
千
円
だ
と
い
う
。

「
そ
ん
な
に
高
額
な
健
康
食
品
は
注
文
し
て
い
な

い
」と
答
え
た
が「
注
文
し
て
い
る
の
で
受
け
取
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
言

い
方
が
怖
か
っ
た
の
で
「
今
回
限
り
で
す
よ
」
と

言
っ
て
し
ま
っ
た
。
商
品
が
届
い
た
の
で
仕
方
な

く
代
金
を
支
払
っ
た
が
、
納
得
が
い
か
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　 

申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
く
、
購
入
す
る
つ
も
り
も

な
け
れ
ば
、
電
話
が
あ
っ
た
と
き
に
、
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
　 

商
品
が
届
い
て
も
、
代
金
を
支
払
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
事
業
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
メ
モ
し

た
上
で
「
受
け
取
り
拒
否
」
を
し
ま
し
ょ
う
。
自

分
だ
け
で
判
断
で
き
な
い
場
合
は
、
家
族
な
ど
に

相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
　 

電
話
で
断
り
き
れ
ず
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

第12回

①正泉寺

至熊本市

至福岡県
至日田市

至菊池市

②来民町通り
菊池川

④天満宮の祠

③千田聖母
　八幡宮

●

①淵上幾・
　令三の墓 ●

●

３

325

天満宮の祠（方保田）

今回紹介した史跡の位置図
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●歯を磨くときはコップを使いましょう
　�１分間水を流しっぱなしで歯磨きをすると、
約６㍑の水を使います。コップを使えば１人
３杯でも約 0.6㍑で済みます。

●食器洗いは、ため洗いをしましょう
　�勢いよく流すと、１分間に約 12㍑の水が流れ
ます。適当な水量を心掛けましょう。流し洗
いでは１日約 120㍑の水を使いますが、ため
洗いでは約 37㍑です。

問環境課  ☎(43)7211

　　最 終 話  　旅 立 ち の と き !!

②②

山鹿市消防本部　連載

③③ ①

④④

『ありがとうございました』
　山鹿市消防本部の４コマ
漫画を長い間ご愛読してい
ただき、誠にありがとうご
ざいました。
　『ファイヤーマン』から

『助けるんジャー』と続い
たこの４コマ漫画も、これ
をもって終わります。
　これからも、皆さんのお
役に立つ情報を発信してい
きますので、今後ともご愛
読をお願いします。
　

今
日
は
皆
さ
ん
に

　大
切
な
お
知
ら
せ

　
　
　が
あ
り
ま
す
！

僕
た
ち

　助
け
る
ん
ジ
ャ
ー
は

　２
年
間
と
い
う
短
い

期
間
で
し
た
が
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

　

   

４
コ
マ
漫
画
を
通
し

て
少
し
で
も
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
た
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
す
！

　

皆
さ
ん
を
さ
ら
に
お
助
け

す
る
た
め
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

の
修
行
に
出
る
こ
と
を
決

心
し
ま
し
た
！敬

礼

ありがとうございました !!

環境だより環境だより
● 

夏
は
水
の
使
用
量
が
増
加
し
ま
す
。
み
ん
な
で

節
水
を
心
掛
け
、
大
切
な
水
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
私
た
ち
は
１
日
に
ど
れ
く
ら
い
水
を
使
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？
熊
本
県
の
水
道
使
用
量
は
、
１
人
１
日

当
た
り
３
１
８
㍑
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
平
均
の

３
１
３
㍑
と
比
べ
て
５
㍑
多
く
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
資
源
に
恵
ま
れ
た

熊
本
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。

　
国
で
は
、
８
月
１
日
を
「
水
の
日
」、
そ
こ
か
ら
の

１
週
間
を
「
水
の
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
熊
本
県

で
も
、
水
の
使
用
量
が
増
加
す
る
７
〜
８
月
を
中
心
に
、

熊
本
県
全
体
で
節
水
に
取
り
組
む
た
め
「
節
水
が
ん
ば

る
モ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
、
１
人
１
日
マ
イ
ナ
ス

５
㍑
の
節
水
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課☎

０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
２

夏
場
の
節
水
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

1回当たり約5.4㍑の節水！

1日当たり約83㍑の節水！

節水啓発シール
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山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

自然いっぱいのおさかで、
川あそびを楽しみませんか！

〜おさかの森のおさんぽ会〜

日時：8 月 26 日㈯　午前 10 時
場所：つどいの広場「おさか童夢」
　　　（山鹿市小坂 2238）　
定員：15 組程度
※ 問い合わせ・申し込みは、つどいの広場「お

さか童夢」　☎ (43)1155 まで

絆を深めるスキンシップ
〜親子でふれあい遊び〜　

　赤ちゃんは、パパやママとのふれあいが大好き！道具は何もいりません。
普段の生活の中で、おむつを替えるついでや、抱っこしているときなどに、
何度でもやってあげてくださいね。

♬ いっぽんばしこちょこちょ ♪ ♫ いちり　にり ♬

「子育て応援の店」登録店
お食事処　鹿原（鹿北町）

授乳・おむつ交換の場、ミルク用
お湯の提供、子どもへの声
掛け・見守りなど

①「いっぽんば～しこ～ちょこちょ」
　人差し指１本で手のひらをくすぐる
②「に～ほんば～しこ～ちょこちょ」
　くすぐる指を２本にしてくすぐる。
　　　　　　・・・５本まで順番に
③「たたいて　つ～ねって」
　手のひらを軽くたたいて、つねる。
④「かいだんのぼって」
　肩に向けて、２本指で上がっていく。
⑤「こちょこちょ～」
　体のあちこちをくすぐります。

①「いちり～」
　両足の親指をつかむ。
②「にり～」
　両足の足首をつかむ。
③「さんり～」
　両足のひざをつかむ。
④「しりしりしり～」
　おしりの両側をくすぐる。

ちょっとした
　時間があれば・・・

地域とともに「『謙虚な心』と『挑む力』の育成」を目指して！菊鹿中学校

　本校は菊鹿魂である校
こう

是
ぜ

「たくましく　さやけく生
きん　知と愛と力つくして」を胸に、教育目標「『謙
虚な心』と『挑む力』の育成」を目指して、生徒、職
員、保護者、そして地域が一丸となって日々の教育活
動に励んでいます。
　ことしでコミュニティ・スクール（学校運営協議会
設置校）５年目を迎え、３つの部会「知のコミュニティ
（学力向上）」「愛のコミュニティ（豊かな環境）」「力
のコミュニティ（健やかな心身）」も定着し、たくさ
んの保護者や地域のみなさんの協力を得ながら「地域
とともにある学校」としての教育活動を積み重ねてい
ます。本年度より、学校運営協議会運営委員会に生徒

会の役員も参加し、地域
の協力を得たいこと、自
分たちから地域に発信・
協力したいことを考えな
がら、運営委員会を進め
ています。６月には、鞠
智城の国営化や地域を花

いっぱいにすることを願い、生徒会を中心に全校生徒
で種から育てた花苗 1,000 株を鞠智城で配布しました。

（学校→地域）７月にはた
くさんの地域のみなさん
に講師として協力してい
ただき、短歌教室（２年）
と着付け教室（３年）を
実施しました。（地域→学
校）

　また、郷土が輩出したオリンピック金メダリスト西
口（青木）まゆみさん、オリンピック出場の青木行

ゆきよし

義
さんの展示スペースを校内につくり、菊鹿のすばらし
さを生徒に伝えているところです。
　「『謙虚な心』と『挑む力』の育成」を目指して、瞳
輝く生徒のために、菊鹿中は地域とともにがんばります。
　本校の活動の様子は、学校ホームページや学校便り
「知愛力」などで発信しています。ぜひご覧ください。
(菊鹿中学校ホームページhttp://jh.higo.ed.jp/kikuka/)

◦菊鹿中学校データ◦　松永博文校長　生徒数151人
鞠智城花苗配布の様子　6月14日

鞠智城花苗配布の様子　６月14日
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　「せんせー！みてー！！」手の平にできたまめを自慢気に見
せに来る子どもたち。今、４・５歳児を中心に、うんていと
鉄棒がブームで、人気１・２位の遊具です。みんな自然と

集まり「せんせい、みよって〜
♡」の声に目を向けると、逆
上がりや、うんていの上達ぶり
を得意気に見せてくれます。
　頑張るほどにできてしまう
手の平のまめ…痛いはずなの
に、それ以上に「もっとできる

ようになりたい！」という気持ちが勝り、ばんそうこうを何枚
も貼り「少し休んだら？」の言葉を振り切って、何度も何度
も頑張る子どもたちです。＂が
んばりまめ＂ はみんなにとって
勲章なのです。
　こうして日に日に自信をつけ、
またいろいろなことにチャレン
ジしていく子どもたちの目はキラ
キラ輝いています。心も体もた
くましく、しなやかなに成長していく子どもたち。これからも子
どもたちの健康な心と体づくりのお手伝いができればと思い
ます。

　大道保育園では、昨年から ＂地域に貢献する＂ という目
標を掲げ、週１回担当者が地域をまわり活動しています。地
域の人からたくさんお話を聞く中で、子育てや離乳食に悩ま
れている人が多いことが分かり
ました。そこで保育園でできる
ことはないかと考え、おりひめ
day（離乳食試食会）が誕生
しました。
　当日は保育園の子どもたち
も、おりひめベビーちゃんが来るのを楽しみに待っています。
みんなで囲んで「かわいいね」「おなまえなあに」と質問攻

めです（笑）。０歳児クラスで
一緒に遊んだ後、離乳食の試
食会をしていただききます。参
加された人から「周りのお子さ
んの様子が見られ、子どもに
も刺激があり良かったです」や

「一人一人に細かな配慮がなされており、すごいと思いまし
た」など、うれしい感想もいただきます。これからも、保育園
に蓄積された子育て力を地域へ発信する場として、おりひめ
dayの充実を図っていきたいと思っています。保育園の近くを
お通りの際は、どうぞお立ち寄りください。

＂がんばりまめ＂
ひらおぎ保育園☎ (43)6084

地域支援活動＂おりひめday＂（離乳食試食会）
大道保育園☎ (46)2328

せんせー！みてー！

せんせい、みよって！

栄養士からのアドバイス

９～11カ月離乳食

「授業で人を育てます！」 （第 24 回中富小学校自主研究発表会開催）中富小学校

　ことしで第 24 回目となる中富小学校自主研究発表
会を 6月 23 日に開催しました。研究主題「学び合い
高め合う算数科授業の創造」のもと、全学級が授業を
公開しました。当日は市内はもとより、県内各地から
多くの皆さんに参
観していただきま
した。
　中富小学校に
は、「授業で人を育
てます。子どもに
真からかかわりま
す。心を一つにし
ます」という中富
スピリッツという教師の心得があり、本質を追究し、
一人一人の子どもの成長を中心に捉える取り組みが続
けられてきました。ことしはこの伝統を受け継ぎなが
ら、子ども同士にペアやグループ活動を多く取り入れ
た「聴き合う関係」づくりを基盤とした授業づくりに
取り組んできました。

　当日の授業では、子どもたちは課題を解決する中で、
友だちとの学び合いを生かし、しっかり学習に取り組
みました。発表会後の参会の先生方の感想には、
　・�学年で培う基礎がつながって、連続していく中富
小学校の研究を実感した。

　・子どもの「わからない」を担任がしっかり拾っていた。
　・�子どもたちは安心して「わからない」を言える雰
囲気だった。

　・�語り合いたくなる、学び合いたくなる、課題設定や
仕掛けがよかっ
た。などの意見
がありました。

　今後もさらに実
践を積み重ね「授
業で人を育てる」
教育を深めて参り
ます。

◦中富小学校データ◦　大坂高弘校長　児童数　66人

グループ活動

練習の時間
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳６カ月児健診
27年 12月生
山鹿(大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３〜４カ月児健診
29年４月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28年 12月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年９月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 ～ 10:15 受付

【ひだまり】

13 14 15 16 17 18 19
すくすく学級
28年９月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
26年４月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】
20 21 22 23 24 25 26

３〜４カ月児健診
29年４月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27年 12月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
26年４月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

27 28 29 30 31
７〜８カ月児健診
28年 12月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

８健康カレンダー
月

◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

山の日●

【日本脳炎の定期予防接種　特例対象者の人へ】
　日本脳炎とは、日本脳炎ウイルスに感染した動物（主に
ブタ）を刺した蚊が媒介となっておこる中枢神経（脳や
脊
せきずい

髄など）の病気です。
　国が日本脳炎の予防接種の積極的勧奨を差し控
えていた時期に、日本脳炎の２期接種が終わって
いない人がいるので、国の方針に基づき、順次接
種の案内通知を郵送しています。本年度は 18歳
になる人（平成 11年４月２日～平成 12年４月
１日生まれ）へ案内通知を郵送しています。

定期予防接種
　左記の対象となっていない年齢でも、小学５年生～ 20
歳未満の人で、1期・２期の接種（計 4回）が終わってい
ない人は、20歳未満までは定期接種として自己負担なく残
りの回数の接種を受けられます。

【小学校６年生の保護者の皆さんへ】
　二種混合（破

は

傷
しょう

風
ふう

・ジフテリア）定期予防接種をまだ受
けていない人は、夏休みの期間を利用してお子さんの体調
の良いときに、医療機関に予約後接種することをお勧めし
ます。
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元気の
お手伝い

Vol.100

山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
消化器内科
柚
ゆ

留
る

木
き

　秀
ひ で ひ と

人

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂し

肪ぼ
う

性せ
い

肝か
ん

疾し
っ

患か
ん

に
つ
い
て

の
多
く
は
肥
満
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
、
高
血
圧
な
ど
を
基
盤
と
す

る
事
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
肝
病
変
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。N

A
FLD/N

A
SH

に
は
体
重
減
少
が
有
効
で
7
％
以

上
の
体
重
減
少
が
で
き
れ
ば
肝
脂

肪
化
、
肝
細
胞
炎
症
の
改
善
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
日

30
〜
60
分
、
週
３
〜
4
回
の
有
酸

素
運
動
を
１
〜
3
カ
月
継
続
す
れ

ば
体
重
減
少
は
で
き
な
く
て
も
、

肝
脂
肪
化
が
改
善
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
糖
尿
病

や
高
血
圧
だ
け
で
な
く
、
肝
臓
に

と
っ
て
も
食
事
や
運
動
は
大
切
な

事
だ
と
考
え
て
良
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で

も
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
し
て
肝

臓
の
病
気
に
な
る
事
が
あ
る
と
い

う
お
話
で
し
た
。

　
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾

患
（nonalcoholic�fatty�liver�

disease:N
A
FLD)

と
い
う
病
気

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は
飲
酒
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
な
く
て
も
、
肝
臓
を
悪
く
し

て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
は
一
日
の
飲
酒
量

が
3
合
以
上
（
女
性
は
2
合
以
上
）

で
発
症
し
ま
す
の
で
、N

A
FLD

は
そ
れ
以
下
の
飲
酒
量
、
も
し
く

は
全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
の
病

気
と
い
う
こ
と
で
す
。N

A
FLD

の
中
で
実
際
に
肝
障
害
を
来
し

て
い
る
も
の
を
非
ア
ル
コ
ー
ル

性
脂
肪
肝
炎
（nonalcoholic�

steathepatitis:N
A
SH
)

と
い
っ

て
区
別
し
て
い
ま
す
。

　N
A
FLD

の
わ
が
国
で
の
有
病

率
は
30
％
程
度
と
報
告
さ
れ
て
い

て
、N

A
SH

の
場
合
、
病
気
は

進
行
性
で
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
の

発は
っ
し
ょ
う症

母ぼ

ち地
に
も
な
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。N

A
FLD/N

A
SH

開催日 受付開始時間 開始時間 場所

８月 21 日㈪
午前９時 15 分 午前９時半

山鹿健康福祉センター

午後１時 15 分 午後１時半
８月 23 日㈬ 午前９時 15 分 午前９時半
８月 24 日㈭ 午前９時 15 分 午前９時半

８月 28 日㈪
午前９時 15 分 午前９時半
午後１時 15 分 午後１時半

８月 29 日㈫ 午前９時 15 分 午前９時半

８月 30 日㈬
午前９時 15 分 午前９時半
午後１時 15 分 午後１時半

９月４日㈪
午前９時 15 分 午前９時半
午後１時 15 分 午後１時半

９月６日㈬
午前９時 15 分 午前９時半
午後１時 15 分 午後１時半

　年に１回じっくりと自分の健康状態と向き合って、より
良い健康づくりに役立ててください。
◦ 持ってくるもの
　�集団健診を受診した人　健診当日に配布したオレンジ色
の健診結果受け取り票（結果票は説明会当日に渡します）
　個別医療機関で受診した人　健診結果受け取り票
　後期高齢者健診を受診した人　郵送した後期高齢者健診
　結果票

特定健診結果説明会

検診日 検診会場 受付時間

８月２日㈬・３日㈭・
４日㈮

山鹿市総合体育館
（カルチャースポーツセンター） 午前７時半～

10 時 20 分
８月５日㈯～ 12 日㈯ 山鹿健康福祉センター

　各種がん検診と特定健診を一緒に受ける人は、がん検診
の指定受付日時にお越しください。申し込みをしていなかっ
た人や都合で受けられなかった人なども受診できますので、
健康増進課へご連絡ください。

平成29年度各種がん検診・特定健診

【熱中症予防】
「水分補給」と「暑さを避ける」ことが大切です。
◦喉の渇きを感じなくても、こまめに水分を補給
　する。
◦�室温をこまめにチェックし、エアコンや扇風機を上手に
使う。
◦�外出するときは通気性のよい服装で、帽子や日傘を使う。
◦冷たいタオルなどで体を冷やす。

【食中毒予防】
◦調理の前には丁寧に手洗いをする。
◦具合が悪い人（下痢、嘔

おう

吐
と

など）は調理配膳をしない。
◦加熱が必要な食品は中心部まで加熱する。
◦調理器具は十分な洗浄と消毒をして清潔にする。
◦�冷蔵庫を過信しない。残った食品は時間が
たったら思い切って捨てる。

【夏の食事】
夏バテ予防の食事を心掛けましょう。
◦�量より質、1日 3食、主食・主菜・副菜
をそろえてバランスよく食べる。
◦�新鮮な夏野菜や果物で、不足しがちな水分、ミネラル、
ビタミンを摂取。
◦�冷たいものの取りすぎは禁物。胃腸を壊したり、食欲不
振の原因になったりします。
◦�疲労回復効果のあるビタミンB１（豚肉、うなぎ、納豆、卵、
枝豆など）やクエン酸（かんきつ類、梅干しなど）を取る。
◦�香味野菜（しょうが、しそ、ニンニクなど）や香辛料を使っ
て食欲アップ。

暑い夏を乗り切るために！
～ポイントをおさえて健康に過ごしましょう～
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６ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※６月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　西川　昭彦さん♥村上　雅子さん
　　　　　原田　勇介さん♥宇野木　愛さん
　　　　　辻　　慶樹さん♥橋本　愛未さん
　米　田　ヤボロスキー　ミハルさん♥杉　　茂代さん
　三　岳　中島　賢二さん♥平川貴美子さん
　大　道　小笠原浩晃さん♥内野　未稀さん
　　　　　田嶋　麻皇さん♥大田　真季さん

鹿　北
　岩　野　小原　将輝さん♥小竹しおりさん
　　　　　内藤　　悟さん♥星山　里美さん
菊　鹿
　六　郷　前田　純哉さん♥本田めぐみさん
鹿　本
　来　民　豊田　真介さん♥桂　　亜美さん
鹿　央
　千　田　髙森　敦士さん♥内野未沙紀さん
　米野岳　城　紳一郎さん♥田中　沙知さん

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　田島　美

み い な

菜さん　髙木　勇
は や と

翔さん
　　　　　有働　叶

か の あ

歩さん　船津　怜
れ な

愛さん
　　　　　坂口　蒼

そ ら

空さん
　米　田　船津　碧

あ お い

ヰさん　西川　陽
ようすけ

佑さん
　八　幡　中満　太

た い ち

一さん
　三　岳　江藤　海

か い と

斗さん
　三　玉　長迫　　翼

つばさ

さん
　大　道　川𠩤𠩤　　扇

あお

さん　添田　海
み ゆ

結さん
　　　　　月足栄

えい し ろ う

士郎さん　川上　琴
こ と こ

子さん
　　　　　奈良﨑亮

りょうた

太さん

鹿　北
　岩　野　野中あかりさん
　広　見　古川　心

こ と は

葉さん
菊　鹿
　内　田　足立　英

ひでとら

寅さん　松林　虹
こ と

音さん
　　　　　平田望

み ら い

来生さん
　城　北　佐々野愛

ま な や

也さん
鹿　本
　来　民　石川侑

ゆ り か

里香さん　後藤　優
ゆ う き

希さん
鹿　央
　山　内　原　　浩

ひ ろ と

人さん　原　寿
こ た ろ う

太朗さん

● ７月号に掲載した「およろこび」欄の鹿北地区岩野校区の小笠原浩晃さん、内野未稀さんは、正しくは山鹿地区大道校区
でした。訂正しておわびするとともに、再掲載します。

山　鹿
　山　鹿　井上美也子さん (83)　　木　祥之さん (81)
　　　　　野満スミコさん (95)　部良本秀孝さん (86)
　　　　　池田　正男さん (89)　黒𠩤𠩤　𠩤𠩤さん (8𠩤)
　　　　　増田　　修さん (𠩤6)
　米　田　江﨑　　光さん (8𠩤)　坂本カエツさん (92)
　川　辺　古閑　光弘さん (50)
　八　幡　坂井　耐子さん (𠩤0)　酒井　盛子さん (81)
　　　　　出田ヤチヨさん (99)　船津　敬一さん (83)
　　　　　鹿子木政治さん (82)　山部　昭七さん (85)
　三　岳　上野　俊弘さん (𠩤5)
　三　玉　池田チサコさん (𠩤𠩤)　池田　秀實さん (64)
　　　　　中川　益雄さん (82)　尾形ミツ子さん (90)
　大　道　中島フジエさん (99)　垂水　眞昭さん (65)

お く や み
鹿　北
　岩　野　池田　憲一さん (𠩤1)　野中　正徳さん (8𠩤)
　広　見　早野　正光さん (𠩤0)
菊　鹿
　内　田　栗原　髙一さん (65)　栗原ナミコさん (92)
　　　　　冨田　信江さん (𠩤9)
　六　郷　古閑　　惇さん (81)　青木　安子さん (90)
　　　　　平　ヒデ子さん (94)　田村　和德さん (𠩤5)
　城　北　萩尾　葊海さん (90)
鹿　本
　来　民　坂本　悦子さん (68)　山瀨タカ子さん (83)
　　　　　水上　ツユさん (90)　長島美智代さん (51)
　稲　田　芹川スエノさん (89)
鹿　央
　山　内　緒方　　文さん (86)

重
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農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中
で
す

　
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
ま
た
は
保
全
管

理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
や
、
無
許
可
で
農
業

以
外
に
使
用
さ
れ
て
い
る
農
地
の
確
認
の
た

め
に
、９
月
に
か
け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
、
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
、
所
有
者
に
対
し
て
利
用
意
向
調
査

を
行
い
、
対
象
の
農
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
た
い
の
か
確
認
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
基

に
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
や
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
担
い
手
へ
の
貸

し
借
り
の
仲
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
留
意
事
項
】

①�

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
、
農
地
へ
の
立

ち
入
り
調
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②�

「
利
用
意
向
調
査
書
」
を
送
付
し
て
６
カ

月
経
過
し
て
も
返
送
さ
れ
な
い
場
合
や
、

遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い
る
場
合
な
ど
に

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
協
議
の
勧

告
を
行
い
ま
す
。
勧
告
さ
れ
た
農
地
は
、

平
成
30
年
の
固
定
資
産
税
が
課
税
強
化
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

③�

山
林
や
原
野
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
草
刈
り
や
農
業
機
械
に
よ
る
耕
起
だ

け
で
は
再
生
が
困
難
な
農

地
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地

区
担
当
の
農
業
委
員
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎（
43
）１
６
１
４

農地パトロールの様子

農地を「貸したい人」「借りたい人」を募集しています
　農地中間管理機構（熊本県農業公社）では、農業経営を縮小する人などから農地を借り入れ、
担い手農家などに貸し付けています。「地域の担い手農家に農地を貸したい」「良い農地があ
れば借りたい」という人は、農業振興課または熊本県農業公社にご相談ください。

農地バンクくまもと
〈 農地中間管理機構・熊本県農業公社 〉

市町村、農業委員会、JA、熊本県地域振興局
などと連携・協力してサポートします。

農地を貸したい人［出し手］
①�お預かりした農地は、受け手が耕作できなく
なった場合でも「農地バンクくまもと」が管
理し、次の受け手を探します（最長２年間）。

②�借り入れの期間終了後は、農地をお返ししま
す（延長も可能です）。

③�賃借料は「農地バンクくまもと」が受け手か
ら徴収し、お支払いします。

メ
リ
ッ
ト

農地を借りたい人［受け手］
①�まとまりのある農地を借り受けて、農作業の
効率化を図れます。
②�出し手が複数でも、賃借料の支払いは「農地
バンクくまもと」に一本化できます。

③�万一、出し手が子供の代に移っても、契約期
間中は変わらず耕作ができます。

メ
リ
ッ
ト

農地を
貸したい人
［出し手］

農地を
借りたい人
［受け手］

 

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
募
集

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
で
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選

制
か
ら
公
募
制
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
鹿
市
で
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・
応
募
の

受
け
付
け
を
８
月
１
日
㈫
か
ら
31
日
㈭

ま
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
や
ま

が
７
月
号
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

貸し付け借り入れ

問農業振興課　☎（43）1556　　熊本県農業公社　☎ 096（213）1234
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
市
県
民
税
（
第
２
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
２
期
）

◦
介
護
保
険
料
（
第
３
期
）

◦�

納
期
限
　
８
月
31
日
㈭

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦��

夜
間
（
平
日
）
　８
月
29
日
㈫
・
30
日
㈬

31
日
㈭
　
午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）
　８
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
お
よ
び
農
用
地

区
域
へ
の
編
入
の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま

す
。

◦ 

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

◦
受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

◦ 

場
所
　
農
業
振
興
課

◦
注
意
事
項

◦ 
対
象
地
区
　
山
鹿
地
区

◦ 
日
時
　
８
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
（
ビ
ニ
ー

ル
）、
24
日
㈭
（
ポ
リ
類
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

◦ 

場
所
　
山
鹿
み
か
ん
選
果
場
（
南
島
）

◦ 

処
理
料
金
　（
税
別
）

　
ビ
ニ
ー
ル�

０
円
（
劣
化
品
は
15
円
／
㎏
）

　�

ポ
リ
、
Ｐ
Ｏ
系
、
灌か

ん
す
い水
チ
ュ
ー
ブ
、
肥
料

袋�

15
円
／
㎏

　
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、
育
苗
ポ
ッ
ト
、
寒
冷
紗
、

　
タ
イ
ベ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど�

50
円
／
㎏

※�

委
任
状
の
提
出
が
必
要
。
委
任
状
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
印
か
ん
を
持
参
。

※�

梱
包
や
結
束
方
法
な
ど
に
決
ま
り
が
あ
り
、

出
し
方
が
違
う
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

搬
入
す
る
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
処
理
対
策
協

議
会
山
鹿
支
部
事
務
局

　Ｊ
Ａ
鹿
本
山
鹿
営
農
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）０
２
３
０

　
農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
５
６

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

収
集
し
ま
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

変
更
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す

お 知
せら

お 知
せら

コース 内容 授業回数 期間 時間

Ⓐパソコン入門 パソコンの基礎から写真デー
タの活用など（初心者向け）

15 回
（30 時間）

10 月３日㈫～
　　11 月 21 日㈫

（原則、火・木曜日）
午後７時～９時

Ⓑワード・エクセル基礎

ワードの基本的活用（はがき・
案内状作成など）と、エクセ
ルの基本的活用（住所録・家
計簿作成など）

15 回
（30 時間）

10 月４日㈬～
　　11 月 24 日㈮

（原則、水・金曜日）

平成29年度　パソコン教室受講生募集
問社会教育課　☎ (43)1651

◦受講資格　山鹿市に住んでいるか、勤務・在学している人
◦開催場所　山鹿市民交流センター
◦ 受講料　１コース4,500 円（開講日に納付書を配布）
　※受講料と別に教科書代（２千円～３千円程度）が必要です。
◦申込期間　８月１日㈫～25日㈮　平日の午前８時半～午後５時
◦ 申し込み方法　社会教育課、山鹿市民交流センター、各市民センター内の地区公民
館に用意している申込書に記入し、提出してください。電話で申し込みもできます。

◦ 定員　各コース12人（パソコンの持ち込みができない人６人と、持ち込み可能な
人６人）

　※申込者が多い場合は抽選。申込者が少ない場合は開講しません。

①�

農
地
を
転
用
す
る
と
き
、
そ
の
土
地
が
農

振
農
用
地
区
域
で
あ
る
場
合
、
農
地
転
用

許
可
申
請
の
前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②�

除
外
に
は
法
律
に
基
づ
く
要
件
が
あ
り
、

要
件
を
満
た
さ
な
い
と
き
は
除
外
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

農
業
振
興
課

　
　
　
　☎（
43
）１
５
５
６
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第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
ま
で
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◦ 

支
給
対
象
と
な
る
人
　

　平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
の
妻
や

父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
以
下
の
順

番
で
順
位
が
先
に
な
る
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

一
．�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

二
．
戦
没
者
等
の
子

三
．�

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
　

④
兄
弟
姉
妹

四
．
右
記
の
一
か
ら
三
以
外
の
戦
没
者
等
の

　
　
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

　
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人
。

◦ 

支
給
内
容
　（
国
債
名
称
）

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
「
い
号
」

　（
額
面
）　
25
万
円
（
５
年
償
還
）

◦ 

請
求
窓
口

　
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
６
７

　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
　
☎（
32
）３
１
１
１

　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
　
☎（
48
）３
１
１
１

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
　
☎（
46
）３
１
１
１

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ
　
特
別
弔ち

ょ
う

慰い

金き
ん

の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

お 知
せら

　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
　
☎（
36
）３
１
１
１

問
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
６
７

　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
へ
の
日
常
生

活
用
具
給
付
に
つ
い
て
、
新
し
い
制
度
が
で

き
ま
し
た
。

◦ 

対
象
者
　

・�

山
鹿
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
療
養
中

の
18
歳
未
満
の
人

・ 

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

◦
給
付
対
象
用
具
　

　
特
殊
寝
台
ほ
か
17
種
目
の
日
常
生
活
用
具

◦ 

申
請
方
法
　
用
具
の
購
入
前
に
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
援
護
課

　
　
　
　☎（
43
）０
０
５
２

各
種
手
当
は
現
況
届
と
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
へ

の
日
常
生
活
用
具
給
付

お 知
せら

お 知
せら

　
こ
れ
ら
の
手
当
な
ど
の
受
給
資
格
が
あ
る

人
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
や
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
現
況
届
が
必
要
な
も
の

　
・
児
童
扶
養
手
当

　
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
・
特
別
障
害
者
手
当

　
・
経
過
的
福
祉
手
当

②
更
新
手
続
き
が
必
要
な
も
の

　
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　平成26年４月の消費税率引き上げによる影響を緩和す
るため、所得の少ない人に対し、制度的な対応を行うまで
の間の暫定的・臨時的な措置として給付金を支給します。
◦ 対象者　平成 28 年１月１日時点で山鹿市に住民票が
あり、平成 28年度市県民税が課税されていない人
　※平成 28年度市県民税課税者の被扶養者は対象外
◦支給額　対象者１人につき 15,000 円
　（１回限り：平成 29年４月〜平成 31年９月分）
◦申請期限　８月 31日㈭　当日消印有効
　※期限を過ぎての申請はできません。
◦申請方法　郵送または持参
　※�郵送の場合は、申請書と同封の返信用封筒を
使用してください。

　※�持参の場合は、平日の午前８時半〜午後５時 15 分
に市役所福祉課（１階②番窓口）か各市民センタ－
へお越しください。

　※対象者には４月下旬に申請書を郵送しています。

臨時福祉給付金（経済対策分）

臨時福祉給付金（経済対策分）の
　　　　　　申請はお済みですか

申請期限は８月31日㈭！

問福祉課臨時福祉給付金対策室　☎ (43)3131

※�

提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当

や
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

◦ 

受
付
場
所

　【
山
鹿
地
区
】
福
祉
援
護
課
児
童
家
庭
係

　【
鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
】

　
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当

◦ 

受
付
場
所

　
福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

　
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

※�

受
付
日
時
は
、
郵
送
し
て
い
る
通
知
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
援
護
課
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

　
こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬
散
布
は
、

ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前

に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
時

期
、場
所
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
に

か
か
ら
な
い
よ
う
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問�

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　
熊
本
県
畜
産
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お 知
せら
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介護職員初任者研修受講生募集 熊本県指定
北福祉第 204号

受付期間
受講期間

H29年７月３日（月）～H29年８月15日（火）
H29年９月１日（金）～H29年12月11日（月）

受 講 料 50,000円（税込）  ＊テキスト代込み
受講場所 介護老人保健施設 太陽 山鹿市鹿本町津袋 654ｰ1
申込問合せ先 有限会社三栄商会 TEL 0968ｰ43ｰ7755  FAX 0968ｰ43ｰ7785 

　
熊
本
地
震
に
よ
り
滅
失
し
、
ま
た
は
損
壊

し
た
た
め
取
り
壊
し
た
建
物
の
代
替
建
物
を

取
得
す
る
場
合
な
ど
に
、
そ
の
被
災
者
が
作

成
す
る「
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
」

お
よ
び
「
建
物
工
事
の
請
負
に
関
す
る
契
約

書
」
に
つ
い
て
、
印
紙
税
を
非
課
税
と
す
る

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
的
貸

付
機
関
ま
た
は
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が
、

指
定
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
に
対
し

て
、
他
の
金
銭
の
貸
し
付
け
の
条
件
に
比
べ

て
特
別
に
有
利
な
条
件
で
行
う
金
銭
の
貸
し

付
け
に
係
る
消
費
貸
借
に
関
す
る
契
約
書
に

つ
い
て
、
印
紙
税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
は
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

発
生
し
た
自
然
災
害
に
係
る
契
約
書
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
に
係
る

契
約
書
に
印
紙
税
を
納
付
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
税
務
署
長
の
過
誤
納
確
認
を
受
け

契
約
書
等
に
係
る
印
紙
税
の

非
課
税
措
置

お 知
せら

　
県
で
は
鹿
本
総
合
庁
舎
１
階
、
や
ま
が
職

業
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー
に「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

鹿
本
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就

職
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
に
つ
い
て
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

◦
お
手
伝
い
の
内
容

　�

就
職
に
関
す
る
相
談
（
履
歴
書
・
職
務
経

歴
書
作
成
、
面
接
要
領
指
導
）、
職
業
適

性
診
断
、
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求

人
の
開
拓
、
出
前
相
談

◦
相
談
時
間

　
月
曜
〜
金
曜
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

※
予
約
制
で
す
。

問�

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
鹿
本
ブ
ラ
ン
チ

☎（
44
）７
５
２
０

お
仕
事
探
し
を
お
手
伝
い

し
ま
す
！

お 知
せら

入札結果の報告（６月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

入札日 工事名 工事場所

６/20

亀の甲溜池改修工事 山鹿地内

落札業者 落札額（円）

花昭建設（株） 16,632,000

　
新
卒
者
等
就
職
支
援
と
県
内
企
業
の
若
年

労
働
力
確
保
を
目
的
に
、job�navi�2017

学
生
等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会
を
、
熊
本
労

働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
熊
本
県
、
熊
本
市
、

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会
な
ど
の
共
催
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
８
月
23
日
㈬
　
正
午
〜
午
後
4
時

　
　
　
　（
受
け
付
け
　
午
前
11
時
半
〜
）

◦ 

場
所
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

〈
参
加
企
業
〉

　�

熊
本
県
内
に
就
業
場
所
を
有
す
る
企
業

「job navi 2017

学
生
等
企

業
説
明
会
＆
面
接
会
」
の
開
催

お 知
せら

１
０
０
社
程
度
（
予
定
）

〈
参
加
対
象
者
〉

　�

大
学
（
院
）、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内

定
の
人
、
お
よ
び
卒
業
後
お
お
む
ね
3
年

以
内
の
人

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
面
接
を
希

望
す
る
人
は
履
歴
書
を
複
数
枚
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問�

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

☎
０
９
６（
２
１
１
）１
７
０
７

問防災監理課　☎ (43)1113

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
納
付
さ
れ
た
印
紙
税

額
に
相
当
す
る
金
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問 

山
鹿
税
務
署

　
　
　
　☎（
44
）２
１
８
１
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H29年10月6日㈮～8日㈰・10月13日㈮～15日㈰
会場：ブリーズベイリゾート山鹿（旧かんぽの宿）

10/6 ㈮・7 ㈯ 昼と夜  10/8 ㈰ 昼
10/13 ㈮・14 ㈯ 昼と夜  10/15 ㈰ 昼

昼の部13 時開演
夜の部19 時開演

公演日

“山鹿温泉振興企画”劇団とんぼ座特別公演“山鹿温泉振興企画”劇団とんぼ座特別公演

◆主催
　ブリーズベイリゾート山鹿
　☎0968ｰ41ｰ9888
◆共催
　ヒューマンネットワーク
　☎0982ｰ52ｰ0145

本年５月公演のリクエストにお応えし、
片岡鶴太郎の姪、山﨑卑弥呼座長率いる

「とんぼ座」の感動の舞台がやってくる！

前売券［全席自由席］
￥2,500（消費税含む）
※未就学児は無料

　
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
鹿
央
会
場
】

◦�

日
時
　
８
月
29
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所
　鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

【
鹿
本
会
場
】

◦�

日
時
　
８
月
30
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所
　鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

問�

法
務
局
山
鹿
支
局
　
　
☎（
44
）２
４
１
１

　
人
権
啓
発
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

特
設
人
権
相
談
所

相 談
　
平
成
30
年
に
熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式

会
社
が
菊
鹿
町
相
良
地
区
に
開
業
を
予
定
し

て
い
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
内
に
、
６
次
産
業
化
連

携
推
進
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
こ
こ
で
販
売

す
る
山
鹿
市
の
知
名
度
向
上
に
つ
な
が
る
商

品
を
開
発
し
、
製
造
す
る
事
業
者
を
募
集
す

る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
８
月
21
日
㈪
　
午
後
７
時

◦ 

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
　
２
階

◦ 

販
売
予
定
商
品

　��

①
山
鹿
栗
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ

　
②
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　
③
ピ
ザ
　

　
④
パ
ン

※
①
〜
④
の
複
数
参
加
も
可

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
販
売
す
る

商
品
製
造
業
者
の
募
集

募 集

◦ 

応
募
要
件

⑴�

山
鹿
産
の
農
産
物
を
使
用
し
、
本
市
お
よ

び
本
市
農
産
物
の
魅
力
を
発
信
す
る
商
品

を
開
発
し
、
製
造
す
る
こ
と
。

⑵�

製
造
ラ
イ
ン
や
加
工
所
を
有
す
る
こ
と
。

※�

詳
細
な
応
募
要
件
に
つ
い
て
は
、
説
明
会

当
日
に
示
し
ま
す
。

◦   

申
込
期
限

　�

８
月
18
日
㈮

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※�

説
明
会
に
参
加
希
望
の
人
は
、
事
前
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
５
６

◦ 

対
象
者
　
①
市
内
に
３
年
以
上
住
ん
で
い

る
人
の
被
扶
養
者
②
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
人
③
学
業
成
績
が
優
秀

な
人
④
他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付

を
受
け
て
い
な
い
人
（
予
定
が
な
い
人
）

◦ 

貸
付
人
員
　
若
干
名

◦ 

貸
付
金
額

　
①
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　�

　
国
公
立
　
月
額
２
万
円
以
内（
無
利
息
）

　
　
私
立
　
月
額
３
万
円
以
内
（
無
利
息
）

　
②
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　
月
額
５
万
円
以
内
（
無
利
息
）

◦ 

返
還
方
法
　
貸
し
付
け
終
了
後
、
半
年
間

据
え
置
き
、
貸
付
期
間
の
３
倍
以
内
の
期

間
で
返
還

　�

例
貸
し
付
け
が
３
月
ま
で
の
場
合
、
同
年

10
月
か
ら
償
還

平
成
29
年
度
（
第
２
回
）

市
奨
学
資
金
の
申
請
受
け
付
け

募 集

※�

奨
学
金
は
貸
し
付
け
で
あ
り
、
そ
の
返
還

金
が
次
の
奨
学
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

◦ 

申
請
期
間
　
８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
教
育
総
務
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
６
３
８

　
成
人
式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

募
集
対
象
　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◦ 

募
集
人
員
　
10
人
程
度

◦ 

応
募
期
限
　
８
月
31
日
㈭

※�

成
人
式
は
平
成
30
年
１
月
８
日
㈷
、
山
鹿

市
総
合
体
育
館
で
開
催
予
定
。

問�

社
会
教
育
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
６
５
１

平
成
30
年
山
鹿
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

募 集
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県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く
ま

も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
市
内
に
は
32
店
舗
登
録
店
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

募
集
対
象
　
飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
、

企
業
食
堂
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
小

売
店
な
ど

◦ 

募
集
要
件
　
①
〜
⑥
の
中
か
ら
１
つ
以
上

を
選
ん
で
実
施
す
る
。

　�

①
栄
養
成
分
表
示
②
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
表
示
③
野
菜
も
り
も
り
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
④
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
へ
の
対
応
⑤
地

産
地
消
⑥
禁
煙
の
推
進

◦ 
募
集
期
限
　
10
月
31
日
㈫

◦ 

そ
の
他
　
実
施
希
望
店
舗

に
は
、
専
門
の
栄
養
士
が

無
料
で
表
示
内
容
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
」
募
集
中
！

募 集

�「
琥こ

珀は
く

勾ま
が

玉た
ま

づ
く
り

　
　
〜
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
企
画
〜
」

　
岩
手
県
の
久く

慈じ

琥
珀
博
物
館
の
協
力
を
得

て
開
催
。古
来
よ
り
珍
重
さ
れ
、現
在
で
も
装

飾
品
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
琥
珀
を
使
っ

て
、美
し
い
勾
玉
を
作
ろ
う
。

◦ 

日
時
　
９
月
２
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

◦ �

参
加
費
　
千
円
　
先
着
１
０
０
人

「
縄
文
人
も
編
ん
だ
！
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
」

　
縄
文
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た
「
あ
ん
ぎ
ん

編
み
」と
い
う
手
法
で
、コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ

て
み
よ
う
！

◦ 
日
時
　
９
月
16
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

◦ �

参
加
費
　
２
０
０
円
　
先
着
30
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
込
期
間
８
月
１
日
㈫
〜
（
月
曜
休
館
）

◦ 

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

問�

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
８
月
受
け
付
け

募 集

◦ 

試
験
の
種
類
　
①
高
等
学
校
卒
業
程
度

（
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、

一
般
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業
）
②
免
許

資
格
職
（
学
校
図
書
館
事
務
、
臨
床
検
査

技
師
、
看
護
師
）
③
警
察
官
Ｂ
④
身
体
障

が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員
採
用
選
考
試

験
（
一
般
事
務
、
教
育
事
務
）

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の

採
用
試
験
実
施

募 集

　
山
鹿
市
指
定
文
化
財
の
民
謡
「
鹿
北
茶
山

唄
」
の
日
本
一
を
競
う
全
国
大
会
の
出
場
者

を
募
集
し
ま
す
。

◦ 

期
日
　
10
月
29
日
㈰

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
鹿
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◦ 

部
門
　
少
年
少
女
、
青
年
、
壮
年
、
高
年
、

寿
高
年
の
５
部
門

◦ 

募
集
期
限
　
９
月
８
日
㈮

◦ 

参
加
料
　
高
校
生
以
上
２
千
円
、
中
学
生

以
下
千
円

※�

出
場
希
望
者
に
は
大
会
要
項
・
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
。

※�

（
公
財
）
日
本
民
謡
協
会
各
支
部
に
は
大

会
要
項
・
申
込
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※�

出
場
者
に
は
、参
加
賞
（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
、
お
茶
）
と
地
元
産

の
食
材
を
使
っ
た
弁
当
を
準
備
し
ま
す
。

問 

鹿
北
茶
山
唄
全
国
大
会
実
行
委
員
会
（
鹿

北
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎（
32
）３
１
１
１

第
27
回
鹿
北
茶
山
唄
全
国
大
会

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

募 集

◦ 

申
込
受
付
期
間

　
８
月
７
日
㈪
〜
25
日
㈮
　
当
日
消
印
有
効

◦ 

第
１
次
試
験
日

　
①
②
９
月
24
日
㈰
　
③
10
月
15
日
㈰

　
④
10
月
22
日
㈰

※�

受
験
資
格
や
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
に

つ
い
て
は
、熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
熊

本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３
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〉 ㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
原
則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど

を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集

パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
通
じ
て
実
践
的
能
力

を
養
い
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
資
格
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象
　
身
体
（
聴
覚
・
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員
　
６
人

◦ 

募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈭
ま
で

◦  

訓
練
期
間
　
10
月
３
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈬

◦ 

訓
練
場
所
　
㈱
総
合
プ
ラ
ン
ト
（
熊
本
市
）

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
（
玉
名
校
）

　
経
理
の
基
礎
を
学
び
日
商
簿
記
３
級
の
習

得
を
目
指
し
、
ま
た
就
職
活
動
に
有
利
な
表

計
算
３
級
の
資
格
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象
　
身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病

◦ 

募
集
人
員
　
10
人

◦ 

募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈭
ま
で

◦  

訓
練
期
間
　
10
月
３
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈬

◦ 

訓
練
場
所
　
㈲
Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト（
玉
名
市
）

ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科

　
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
技
能

を
習
得
し
、
そ
の
証
で
あ
る
資
格
習
得
ま
で

を
目
指
す
訓
練
で
す
。
訓
練
は
月
曜
、
水
曜

に
行
い
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象
　
身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病

◦ 

募
集
人
員
　
５
人

◦ 

募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈭
ま
で

◦  

訓
練
期
間
　
10
月
２
日
㈪
〜
12
月
27
日
㈬

◦ 

訓
練
場
所
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
アイ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
（
熊
本
市
）

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集

募 集

◦ 

必
要
経
費
　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
広
げ
る
た

め
、
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
（
参

加
賞
あ
り
）。

◦ 
募
集
対
象
　

　【
作
文
】
小
学
生
以
上

　【
ポ
ス
タ
ー
】
小
学
生
と
中
学
生

◦ 

募
集
期
限
　
９
月
８
日
㈮

※�

募
集
案
内
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課
　

お
知
ら
せ
情
報
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

　
　
　
　
　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」募
集

募 集

　
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
で
55
歳
以
上
の
求

職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
者
）
を
対

象
に
、
就
職
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
講
習
】

　
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
や
ミ
ニ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

な
ど
の
運
転
技
術
を
習
得
し
、
土
木
、
建
設

業
な
ど
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

実
施
場
所
　
コ
ベ
ル
コ
教
習
所
㈱
熊
本
教

習
セ
ン
タ
ー
（
大
津
町
）

◦
開
催
日
　
８
月
29
日
㈫
〜
30
日
㈬

　
　
　
　
　（
２
日
間
）

◦ 

募
集
人
員
　
20
人

◦ 

募
集
期
限
　
８
月
18
日
㈮
ま
で

問
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

受
講
生
募
集

募 集

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

【
訓
練
場
所
　
合
志
市
】

◦ 

訓
練
科
目
　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
、
制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

◦ 

募
集
期
間
　
８
月
１
日
㈫
〜
24
日
㈭

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　
10
月
３
日
㈫
〜
平
成
30
年
３
月
29
日
㈭

��

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
一
緒
に
英
語
を
使
い
な

が
ら
、
夏
休
み
の
楽
し
い
日
帰
り
体
験
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
集
ま
れ
〜

　
夏
休
み
子
ど
も
企
画
「
寺
子
屋
塾
」

◦ 

日
時
　８
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
半
〜
午
後
2
時

※�

午
前
9
時
半
ま
で
に
博
物
館
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
（
定
員
20
人
）。

◦ 

日
程
　１
時
限
「
歴
史
の
お
話
」、
２
時

限
「
古
代
の
森
」
散
策
、
３
時
限
「
竹
細

工
」、
昼
食
（
ハ
ガ
マ
で
ご
飯
を
炊
い
て

カ
レ
ー
）、
４
時
限
「
鏡
づ
く
り
」

◦ 
場
所
　市
立
博
物
館

◦ 
参
加
費
　１
５
０
０
円
（
保
険
料
・
昼
食

材
料
費
・
鏡
づ
く
り
材
料
費
）

◦ 

申
込
期
限
　８
月
９
日
㈬

「
酉
！
と
り
！
ト
リ
！

　
鳥
コ
レ
ク
シ
ョ
ンinYAM

AG
A

」

　
山
鹿
市
内
で
見
ら
れ
る
野
鳥
を
写
真
や
剥は

く

製せ
い

で
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　８
月
11
日
㈷
〜
10
月
15
日
㈰
　

◦ 

場
所
　市
立
博
物
館

◦
見
学
料
　大
人
２
１
０
円

　高
校
生
以
下

　５
０
円
（
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）
　

◦
休
館
日
　月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

　
合
は
開
館
し
、
翌
日
に
休
館
）

問
山
鹿
市
立
博
物
館
　
　
☎（
43
）１
１
４
５

English D
ay C

am
p in

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

博
物
館
夏
季
企
画

催 し 催 し

熊本地震復興支援　女子ハンドボール国際大会「JAPAN CUP 2017」開催！
期日 時間 対戦カード 会場

8/3 ㈭ 17：00
19：00

日本リーグ選抜 vs ポーランド代表
日本代表 vs アンゴラ代表 ウイングまつばせ

8/4 ㈮ 17：00
19：00

ポーランド代表 vs アンゴラ代表
日本代表 vs 日本リーグ選抜 人吉スポーツパレス

8/6 ㈰ 12：00
14：00

アンゴラ代表 vs 日本リーグ選抜
日本代表 vs ポーランド代表 山鹿市総合体育館

　問熊本国際スポーツ大会推進事務局　☎096(333)2560

　ハンドボール女子日本代表が海外の代表
チームを迎え、熱い戦いを繰り広げます。
　 世 界トップレベ ル のプレーを 体 感し、
2019 年に熊本で開催される女子ハンドボー
ル世界選手権に向けて、機運を盛り上げて
いきましょう。
◦ チケットの販売情報など、詳しくは熊本県

のホームページをご覧ください。

◦ 

期
間
　
８
月
28
日
㈪
ま
で

◦ 

場
所
　
さ
く
ら
湯

◦ 

対
象
　
３
歳
〜
小
学
生
（
２
歳
以
下
は
常

時
無
料
）

◦ 

内
容
　
午
前
６
時
〜
８
時
に
受
け
付
け
し

た
子
ど
も
は
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
「
銭
湯
で
の
マ
ナ
ー
」
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
入
浴
し
、
マ

ナ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※�

保
護
者
は
入
浴
料
３
０
０
円
が
必
要
。
子

ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外
。

問�

さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎（
43
）３
３
２
６

夏
休
み
は
早
起
き
し
て

朝
湯
〝
さ
く
ら
湯
〟
へ
行
こ
う

催 し
◦ 

日
時

　８
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所

　サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦ 

内
容
　英
語
を
使
い
な
が
ら
楽
し
い
ゲ
ー

ム
・
歌
・
工
作
な
ど
を
行
う
。

◦ 

参
加
料
　
一
人
２
千
円
（
材
料
代
・
昼
食

代
・
保
険
料
含
む
）

◦
参
加
対
象
　
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

◦ 

募
集
定
員
　
30
人
程
度

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◦
募
集
期
間
　
８
月
５
日
㈯
〜
13
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※�

各
小
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
　（
43
）１
１
３
６

FAX

熊本国際スポーツ 2019 検索
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宅配便の受け取りで困ったことありませんか ?

宅配ボックス“コンボ”があなたに代わって受け取ります！

TORAYA
SHOKA

I

おかげさ
まで

年56

㈾とらや商会
☎0968-43-2212
山鹿市鹿校通 1-3-29
i タウンページ水道 とらや商会 で 検索
熊本県知事許可（般ー28）第 487号

お見積もり・ご相談無料 !!
電気工事いらずで後付けOK

受取時間を気にせず外出！
再配達の手間もありません 受取印もコンボが代行！

コンパクトタイプ
５９，５００円～（取付費別・税別）

タイプも設置方法も
色々選べる！

７
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び

　
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
街
角
ぐ
る
っ
と

ナ
ビ
の
「
第
51
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車

山
鹿
地
区
大
会
」
の
中
で
、
め
の
だ
け
小

学
校
Ａ
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
「
平
川
琳さ

ん

」

さ
ん
は
「
平
川
琳り

ん

」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課
☎（
43
）１
１
１
８

申

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

８月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　８月１日㈫・３日㈭・７日㈪・８日㈫・10日㈭・24 日㈭
　　　28 日㈪・29 日㈫・31 日㈭
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

８
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

８
月
23
日
㈬
（
第
４
水
曜
日
）

　
市
民
相
互
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
全
市
民
を
対
象
に
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
地
域
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
８
月
29
日
㈫
　
午
後
７
時

◦ 

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

テ
ー
マ
　
同
和
問
題

◦ 

講
師
　
人
権
バ
ン
ド
「
ゆ
う
」

問�

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
人
権
啓
発
課
）　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
講
演
会

催 し

◦ 

日
時
　
８
月
７
日
㈪

　
　
　
　
午
後
０
時
15
分
〜
０
時
50
分

◦ 

場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

◦ 

内
容
　「
ギ
タ
ー
と
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

◦ 

出
演
　
徳
永
伸し

ん
す
け介

さ
ん

◦ 

入
場
料
　
無
料

問�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　
☎（
43
）１
０
８
１

第
４
回
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

催 し

「
平
和
へ
の
誓
約
（
う
け
い
）
展
」

　
戦
時
中
、
敵
国
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
国
民
に
も
そ
の
勇
気
と
愛
国
心
を
讃
え

ら
れ
た
、
松
尾
敬け

い

う宇
中
佐
（
山
鹿
市
出
身
）

に
関
わ
る
資
料
展
示
を
行
い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
９
月
５
日
㈫
ま
で

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

こ
だ
い
く
ん
の
た
ん
け
ん
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
〜
開
館
25
周
年
・
夏
〜

　
古
墳
館
内
の
見
学
を
し
な
が
ら
、装
飾
文
様

の
絵
を
探
す
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！
こ
だ
い
く
ん
か

ら
の
挑
戦
状
、み
ん
な
は
解
け
る
か
な
？
全
問

正
解
者
に
は
、古
墳
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グッ
ズ
プ
レ

ゼ
ン
ト
♪

◦ 

日
時
　
８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦
場
所 

　
県
立
装
飾
古
墳
館

※�

す
べ
て
観
覧
料
が
必
要（
大
人
４
２
０
円
、

大
学
生
２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）

問�

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

チヨマツ

催 し
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◦日時　８月 10日㈭
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

◦日時　８月８日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

消費生活相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　
　【山鹿】午前 10時〜午後３時
　【鹿北】午前 10時〜正午

心配ごと相談定例相談
【一般】
①臨床検査技師　168,000 円〜
②歯科衛生士　190,500 円〜
③看護職　176,000 円〜
④ケアマネージャー　15万円〜
⑤看護助手　131,000 円〜
⑥営業職　16 万円〜
⑦理容・美容業務　13 万円〜
⑧調理スタッフ　22 万円〜
⑨調理（寿司職人）　24 万円〜
⑩調理師または栄養士　
　128,800 円〜
⑪孵化作業員　156,400 円
⑫菓子製造工　120,120 円〜
⑬�土木作業員　154,000 円〜
【パート】
①正看護師・准看護師　
　時給 950 円〜
②介護職（通所）　時給 750 円〜
③一般事務　時給 750 円
④カフェ店員　時給 800 円
⑤警備係 /山鹿・鹿本地区
　時給 1,000 円〜
⑥惣菜スタッフ　時給 750 円
⑦�プラスチック成型品の検査および組
み立て　時給720円〜
⑧清掃員　時給730円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問�山鹿市地域職業相談室☎（43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦�日時　８月２日㈬・９日㈬・16日㈬・
　　　23日㈬・30日㈬※要予約
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

精神保健指定医に相談できます。
◦日時　８月 10日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

精神保健相談
認知症に関する相談

◦日時　８月９日㈬・23日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�８月１日㈫・８日㈫・
　　　　15日㈫・22 日㈫・29 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�８月２日㈬・９日㈬・
　　　　16日㈬・23日㈬・30日㈬
　　　　午前９時半〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　８月１日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　８月８日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　８月 15日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�８月 22 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　８月４日㈮
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）
　８月 18日㈮※要予約
③法律相談　８月25日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134
【鹿北】
①一般相談　８月３日㈭
②法律相談　８月24日㈭※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
①一般相談　８月２日㈬
②�司法書士相談（登記関係）
　８月 16日㈬※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　８月１日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　８月７日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811

問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

８
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

６日㈰ 井上小児科医院 /やまがクリニック こじか薬局 /山鹿岩下薬局

11日㈷ 徳永循環器科内科医院 /大坂整形外科医院 まつ薬局 /山鹿岩下薬局

13日㈰ 山鹿回生病院 /上塚外科胃腸科医院 きりん薬局 /山鹿岩下薬局

20日㈰ 保利病院 エース薬局 /山鹿岩下薬局

27日㈰ 東内科小児科医院 /たなか眼科医院 山鹿岩下薬局

　６月27日にオムロンハンドボール部山鹿後援
会の選手激励会が富士ホテルで行われ、選手 21
人が出席しました。
　監督の黄

ふぁんきょんよん

慶泳ヘッドコーチや永田しおり主将
からのあいさつの後、後援会会長の中嶋憲

けん せ い

正市
長が新入部員の３人に名前旗を贈呈し「2019
年に山鹿でも開催される女子ハンドボール世界
選手権大会に、多くの選手が出場できるよう応
援します」とエールを送りました。

　８月３日㈭・４日㈮・６日㈰の３日間、県内で開催される「JAPAN�
CUP�2017」に出場する「日本リーグ選抜」と「日本代表」のチームに、
オムロンハンドボール部から、５人が選出されています。
　８月６日㈰は、山鹿市総合体育館でアンゴラ代表とポーランド代表
との試合が行われます。
　2019年に熊本で開催される女子ハンドボール世界選手権に向けて、
市民の皆さんも、ぜひ応援しましょう。

オムロンハンドボール部選手激励会
あいさつをする
永田しおり主将

名前旗を受け取る
新入部員

▲

▲

　第 42 回日本ハンドボールリーグが開幕します。初戦となる８月
26日㈯、熊本県立総合体育館でプレステージ・インターナショナル
アランマーレと対戦します。市民の皆さんの応援をお願いします。

第 42 回 日本ハンドボールリーグが開幕します！

熊本地震復興支援　女子ハンドボール国際大会
「JAPAN CUP 2017」開催！
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　菊鹿地区で「捜索声かけ模擬訓練」が行われました

　子ども認知症サポーター養成講座を開催

　山鹿市は、認知症になっても安心して暮らせる
まちを目指し、さまざまな活動を行っています。
その一つである「捜索声かけ模擬訓練」は、行方
不明者役の人が地域を歩き、見かけた人が声かけ
や見守りを行うものです。
　今回、５月 13 日に菊鹿地区で本年度最初の訓

練が行われました。菊鹿ひまわ
りの会（菊鹿地区のやまが認知
症地域サポートリーダー）を中
心に、民生児童委員や介護保険
事業所の職員、菊鹿中学校の生

徒や地域の皆さんが参加。「どけ行ってもよかば
い」「おどんたちがおるけん」を合い言葉に、行
方不明者役の人へ優しい声かけや接し方を実践し
て学びました。
　今後、市内各地で開催予定です。認知症のこと
を正しく理解して、誰もが安心して暮らせるまち
になるように、まずは身近
な場所での活動から始めて
みませんか。市民の皆さん
の参加をお待ちしています。

　６月６日、鹿北中学校３年生を対象に、子ども
認知症サポーター養成講座を開催しました。鹿北
地区のやまが認知症地域サポートリーダーや介護
保険事業所の皆さんに協力してもらい、生徒の皆
さんと一緒に認知症について考えました。
　認知症の講話や、認知症当事者のDVDを見た
あと「今までの認知症のイメージは」「この講座
を受けてイメージは変わったか」「自分が認知症
だったらどんなサポートを求めるか」をテーマに、
グループで話し合い、意見を発表しました。模造
紙いっぱいに意見が出され「認知症になったら、

たくさん話し掛けてほしい」「自分にできないこ
とは、友達感覚で手伝ってほしい」など、優しい
意見がたくさん出ました。

優しく声をかける中学生 こちらでも声かけしています 行方不明者役の人を見守る参加者

たくさんの意見が出ました 班ごとに発表する様子

サポーターの印「オレンジリング」をゲット

真剣に話を聞く生徒たち



山鹿市地域包括支援センターだより
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● 山鹿市の高齢化の現状と推計
　平成 29 年４月１日現在の本市の総人口は
53,404 人、高齢者人口は 18,707 人、高齢化率は
35.0％となっています。65 歳以上の高齢者数は、
平成 32 年に 18,821 人とピークを迎え、平成 37
年には 18,383 人まで減少すると見込まれます。
しかし、総人口の減少によって高齢化率はその後
も上昇し、平成 37 年には 39.0％に達する見込み
です。このような人口の減少によって、医療・介

護・福祉など、高齢者を支援する分野での人材の
不足が課題となっています。
　これから高齢者が安心して暮らせる地域を実現
していくためには、高齢者が健康で生きがいを持
ち、社会参加や社会的役割を担うことや、医療・
介護・福祉などの公的支援制度の充実と併せて、
地域住民がお互いを支え合える地域社会づくりが
必要になっています。

●これからの地域づくり
　高齢者を取り巻く社会環境は少しずつ変化して
います。また、各地域で人口構成や自然環境、地
理的条件、主要産業、文化、習慣などに違いがあ
ります。これと同じように、地域が抱える課題や
必要な支援も、それぞれ違いがあります。
　安心して暮らせる地域をつくるためには、まず
自分たちが住む地域を知ることや、幅広い世代が

地域づくりを考える場に参画し、取り組むことが
必要であるといわれています。また、現在だけで
なく将来の姿について考えることで、より安心で
きる地域づくりにつながることが期待されます。
　すでに、さまざまな場で地域を考える取り組み
が始まっています。機会があれば皆さんも参加し、
自分たちの地域について一度考えてみてはいかが
でしょうか。
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人口と高齢化率の推移（H32・37は予測値）
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地
元
に
ス
ー
パ
ー
が
あ

る
か
ら
買
い
物
は
助

か
っ
て
い
る
な
ぁ

地
域
に
病
院
が
あ
る

か
ら
安
心
で
き
る
よ若

い
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
で
す
ね

バ
ス
が
よ
く
通
る
か
ら

通
勤
に
使
っ
て
い
る
よ

近
く
に
買
い
物
で
き

る
場
所
が
な
い
の
で

不
便
だ
ね
ぇ

それぞれの地域で高齢者を取り巻く生活環境や課題には違いがあります。必要な支援にも違いがあることも考えられます。

Ａ地区 Ｂ地区



倶楽部
すくす

く

■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
情
報
シ
ス
テム
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987

番
地
3　

　
　
　
　
　
　
☎
0968（

43）1118　
�
0968（

44）0373
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

　
広
報
や
ま
が
　
N
o.200　

2017
年
8
月
号

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

あ
と
が
き

♠
先
日
、
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
献
血
の
と
き

に
ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
た
の
で
す
。

話
を
聞
く
と
、
自
分
と
登
録
患
者
さ

ん
の
白
血
球
の
型
が
一
致
し
、
ド

ナ
ー
候
補
者
の
一
人
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。
後
日
、書
類
が
届
い
た
の
で
、

骨
髄
提
供
の
意
思
や
、
病
歴
な
ど
を

記
入
し
て
提
出
。
す
る
と
、
数
日
後

に
通
知
が
届
き
ま
し
た
。
内
容
は
、

私
の
持
病
に
問
題
が
あ
り
、
骨
髄
提

供
に
は
危
険
を
伴
う
た
め
、
不
可
能

と
の
こ
と
。
自
分
が
健
康
だ
っ
た
ら

助
か
る
人
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
と
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
骨
髄
提
供
は
も
う

無
理
で
す
が
、
人
の
た
め
に
も
健
康

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
（
番
）

■人の動き
人口 53 人減りました 53,272 人
男性 18 人減りました 25,103 人
女性 35 人減りました 28,169 人
世帯数 12 世帯増えました 21,762 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,331 人
15歳〜64歳 53.0 ％ 28,242 人
65歳〜 35.1 ％ 18,699 人

６月末現在 (増減は前月末比 )

山鹿灯籠まつり駐車場に関するお知らせ
● 例年、市内外から多くのお客さまを迎えるため、８月 15 日㈫、16 日㈬のまつり期間中、関係

機関のご協力を得て臨時駐車場（有料）を開設しています。

　・�８月 15 日㈫に限り、めのだけ小学校グラウンドと山鹿市消防本部駐車場を臨時駐車場として
開放します。国道３号を利用した熊本市方面からの利用を想定しています。

　・�昨年から、鍋田スポーツセンターの代わりに、オムロン鹿陽センターグラウンドも臨時駐車場
として開放しています。主に玉名市方面からの利用を想定しています。

　・�まつり期間中、山鹿バスセンターはシャトルバスの乗降場となるため、駐車場利用はできませ
んのでご注意ください。

●郊外の駐車場からは下記のとおりシャトルバスを運行します。
※�いずれも環境整備協力金（普通車
500 円）が必要です。詳しくは「2017
灯籠まつりリーフレット」をご覧ください。

カルチャースポーツセンター　⇔　山鹿市役所
　　　オムロン鹿陽センター　⇔　山鹿バスセンター
　　　　　サンチェリー工業　⇔　大宮神社下 問商工観光課　☎（43）1579

♡メッセージ
なかよし３人は、まいにち元気いっぱいだよー！

（H28.3.3 生まれ）
来民（鹿本）

　   ほんだ　　　こうた

本田　航大ちゃん
（H23.12.25 生まれ）

来民（鹿本）

　   ほんだ　　  しゅうや

本田　修也ちゃん
（H25.11.8 生まれ）
来民（鹿本）

　　ほんだ　　　 しおり

本田　詩織ちゃん

♡メッセージ
手足いっぱい動かして、
すくすく成長しています。♪

（H29.4.21 生まれ）
岩野（鹿北町）

　   　たけくま　　しん

竹熊　心ちゃん

広
報
や
ま
が
は
環
境
保
護
印
刷
の

「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。


